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、
貨

幣

數

量

說

の

第

；
-
の
類
型
妃
屬
す
る
.需
荽
供
給
.の
法
則
は
、
：1
:
ー

般

經

濟

價

貨

幣

.に

對

す

る
:-
-

適

用

*
.
あ

る:'0

疮
は
貨
幣
ぱ
貨
物
な
办
^
な
す
商
品
學
說
論
者
^

ょ
6
主
：張
^
れ
.て
ゐ
る
。
此
の 

:限
ク
^
於
ヤ
は
論
理
的
矛
盾
ば
生
^
な
い
樣
で
あ
名
が
、
^

に
士
步
を
進
め
て
探
究
す
る
時
;:
'
^

ぅ
ち
.職
能
價
値
學
說
名

1:

致
し
、

」

素
材
價
値
學
說
ぜ1致
し
難
き
之
^
を
發
見
す
る

,:
0

:本
節
樣
第4
记
此
の
點
を
論 

述
す5 '

ネ
の
で
：あ
る
。
：：：次
化
斯

則
®:

含
む
律
^
ろ
の
需
要
並
び
に.供
給
：の1
1槪
念
に
つ
|

義
 

其
：®
:
1
:
:
:

方
を
猓
用
す
：る
衣
咚
^
*
6斯
則
の
_
造
^
著
^
ズ
第
，ー1の
類
^

忙
此
.の
點
5:
敍
述
せ
ん
.
す̂

夺

も

办

で

：お

各

。

^

私
需
要
供
給
办
法
則
が
素
材
價
値
學
說
を
抱
<

人
^

^
1:
:
ゲ 

生

產

費

說

ぞ

並

立

し

文

：は

結

合

1>
七
說
が
れ
尤
ゐ
る
が
、
兩
者
?:
:
同
時
は
主
張
ず
る
は
論
理
上
不
合
理
^

し
て
、：
現 

れ
學
餘
史
的
^
見
莽
爷
':
':
'、
生

虜

費

說

は

其

，の

茅

盾

を

免

厶

)

た
§
.
|樣
'.の
新
尨
な
る
»

釋
5:
.
獲

樽 

ば
第
1
1
:
1
に
此
め
點
を
說
明
せ
ん
さ
す
る
も
：め
で
あ
5:
。:'
.
'
'而
は
て
吾
人
&

此
等
.の
諧
點
钇
：,
ヵ
'
!
.ド
：ォ
及
.び
$

:

心

：

$

じ

て

說

&

於
^

攻

思

■

ふ

々

：

讀
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酿
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1

値

靶

有
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：

.

」

其

办

儐

値

：
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*

恣

的
^'
で

欲
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の
度
其
：0
生
產
化
要
_

把
ふ
勞
働
.量
並
沙
化
之
を
產
5

す
私
鑛
3

紀
投
じ
汔
厶
資
本
办
偾
値
に
甚
^
^
^

,

C

S

W
: V

說
袅
ノ
\

又
後
に
^
を
改
あ
セ
、

「
：

金
銀
は
す
べ̂

R

必

喪

な

：
谷
勞
働
量
取

此

例̂

て

其
0

儐

値

：を

持-2
>

纪

過

尊8
^

—

令
5

荩
說
^

^

民

次

一

の

如

ん
需
要
供
給
の
法
則
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主
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_
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I
想

像

秦

炎
何
I

價
値
に
で
•

め
5

が
故
で
あ
る
，

」

靡

I

紙
幣
S

す
る
S

課
^̂

出

來

名

、
.政

幣

は

何

霞

內

在

農

値

顏

盡

耄

稱

呼

の

着

I

其
I

貨

の

含

有

盡

地

金
|

_

|

質

低

：下f

貨

幣

歲

同

霧

S

量

漏

限

看

1

_

現

藝

有

省

簾

量

雷

f

f

m

f
裏

f

や
^

I

f

品
#

f

i

備

す

論

合

價

値

S

て
流
通
す
る

.で
あ
ら
う
。

不
利
顚

簾

^̂

比
例
む
て
價
値
f

落
I

る
I

I

。多

れ

.

■

價
値
の
低
下
S

S

翁

凝

鸯

菩

i

掏)

i

し
：B

黑

鑛

置

f

s

ぼ

滿

塞

貨

は

流

通

揚

害

^

す
る
2

ら
うデ

一
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若
し
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一 ..

國
紀
余
鑛
發
見
•

ダ
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■

す
る
‘銀
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設
»

茗
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而
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■

す
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崖

親
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情

同
'
1故

れ

ば
.、
へa
產

費

ミT

致

せ
.

る
： .

價

値
.代

セ

流

：通

し

得

る

，遭

以

^

^
貨
#

が

流

通

場

裡

ド

入

る

時

：、

\!
.:貨

着

の

價 

■

値
は
北
ハ
の
‘
.超
過
の
繼
續
す
る
‘限
6
生
產
費
以
下
^

€
ヒ
ま
<

^
從
つ
て
八
般
物
價
は
.自
然
率
以
上
^
»'
持
3
れ
る
セ

fe
-

ら
ぅ」

，

(

独
八)

「

何
人
で
も
穀
物
獸
皮
或
は
棉
等
釔
賣
却
す
る
人
は
そ
れ
を
以
て
貨
幣
を
買
つ
て
ゐ
る
の
セ
あ
る
。：
 

又
何
人
で
も
パ
ン
«

萄
’酒
布
等
を
買
入
れ
る
.人
は
そ
‘れ
等
商
品
の
版
買
者
に
向
つ
て
貨
幣
を
寶
つ
て
，

Q

る
の
で
あ 

各
メ
；物
品
購
入
の
爲
め
^

提
供
さ
れ
た
る
貨
幣
は
凡
て
.服
賣
の
‘爲
め
に
提
供
せ
ら
れ
た
る
，貨
幣
で
あ
る
。
，
故
に
貨
幣 

の
：勝
输0

:

は
人
々
が
#'
.用
せ
ん
^

し
て
ゐ
る
^

^

跫
^

他
な
ら
ぬ
。
；即
ち
人
々
が
所
持
し
て
，，

Q

る
凡
て
の
貨
幣
中
か
：
 

^

蓄
«

^'

れ
.
て
^

る
*'
■

の
.フ
'■少
く
ビ

も
將
來
不
時
の
出
來
事
の
' 
爲
め
.
.
R
举
備
€

し
て
.保
留
^

れ
て
_ゐ
：る
も
の
.を
差
.引 

岭
が
顧
ヶ
k

外
な
らS

.
。
’

約
言
す
；れ
ば
貨
幣
0

供
給
せ
は
其
の
時
々
の
流
通
貨
龄
で
あ
る
.°

次
に
貨
幣
の
需
要
^

^
 

販
賣
の
爲
め
に
提
出
3

れ
た
る
總
て
の
貨
物
ょ
’

成
立
す
る」

'

8

6「

市
場
に
在
る
全
貨
物
が
貨
幣
^
對
す
る
需
要 

を
形
成
す
る
ビ
同
じ
く
、
全
貨
幣
が
物
に
對
す
る
需
要
を
構
成
す
る
。
貨
幣
ど
貨
物
ど
は
相
互
に
交
換
^
れ
ん
が
爲 

め
に
相
互
に
探
し
合
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
彼
等
：は
相
s

fc

供
給
，/

」

な
ゲ
爾
要
，ど
な
る
。
故
に
此
の
現
象
を
名
附
け 

:ぬ
貨
物
0 ;
«

氍
_

給
麥
芦
つ
セ
ー̂
:'
>

#
像
貨
纖
&
_
數
做
給
奚
其 

?:
_

現
w

^
な
■

电

廳

を

5~:
:
'
0歷

；歡

"「

此
0
«|
|

:

^

«貨
幣
量
_

增
加
；割
合
妒
^

ぬ
5
即
ち
若
し
流
通
總
量
が
倍
增
す
る
贫
れ

.ば
、
物
價
は
ニ
倍̂
騰
货
す
る
で
あ
ら
ぅ
。
若
し
單

k
四
分
の1

增
加 

す
る
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
、
物
價
*•
四
分
の
一
騰
貴
す
ダ
で
あ
ら
ぅ
。
北

C

の
場
.合
四
分■.のT

丈
.け
從
前
ょ6
貨
幣
增
加
し
、
パ

到
達
す
る
時
問
或
は
：流
通
の
凡
ゆ
る
水
路

^
行
き
心
た
る
時
間
を
經
過
す
れ
ぼ
、
す
べ

'て
の
：價
格
は
四
分
の
一
騰
貴
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一ハ
四

ず

る

；
で

ぁ

设

見

，
然

：じ

物

價

0

ー1
般
的
騰
貴
.味
其
：の
分
布
遛
藉
或
啟
均
衡
過
：程
1

$

獨
立
_し
セ
^̂
^

不
充
分
私
ぢ
セ.、
へ#

み
僧
格
^ '

多

ぐ

騰

貴
U

或

ぼ

價

格

ば

少i>
s
>騰

貴

じ

：
9

ゐ
る
場
合
に
於
^
も
バ 

疙

る

雲

はS
分

の

，：1

^

*
る
^ ;

で
あ
る
6
.;
'
,此
.令
 

.

貨

幣
^

支

出
^

れ
を
乙
芎
^

嗲

生

ず

る

必

然

：の
結
果

で

ぁ

る

じ

择

1!

し「

先
に
貨
幣
が
增
加
す
る
揚
合
?:
.考

べ

た

が

.
，

.

.其〕

の
代
々
^

貨
物
が
減
少
す
る
$

假
定
し
：で
も
物
價
代
同
¥

の
結
果
?:

生
ず
る
セ
ぁ
ら
ぅ」

8

:

3
 

値
は
他
の
條
#

同
，.
1
:な
4

^

す
れ
ば
貨
幣
：の
數
量
纪
皮
比
例
し
_て
變
動
す
名
。
：
即
ち
其
の
數
量
の
增
加
は
芷
確
：に
同 

1

割
合
に
て
貨
幣
價
値
を
低
落
せ
し
.め
、
其
の
減
少
は
同
じ
く
1£
.
確
に
同」

1

割
合
£

て
騰
貴
せ
し
.む
る
の
で
ぁ
る」

(
m
H
D
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上
述
の
如
く
貨
髂
^

對
し
て
貨
物
に
^

^

る
價
値
法
則
を
.適
用
せ
ん
也
し
た
5:

タ
ヵ
ル
ド
：ォ
並
次
に
、、、
，
は
貨
幣

本
質
觀
k

於
セ
ば
商
品
學
說
を
抱
く
も
の
で
ぁ
づ
た
。
實
^

上
述
の
如
&
彼
等
の
見
解
は
其
の
貨
幣
本
質
觀
の
必
然

的
所
產
で
ぁ
つ
.た
。
商
品
學
說
は
岐
れ
て
素
材
價
値
學
說
ビ
職
能
價
値
學
說
ど
^

な
る
。
敢
て
聱
言
す
れ
ば
、
素
材

價
値
學
說
は
金
屬
主
義
.：ど
も
稱
へ
ら
れ
、.
貨
幣
が
交
換
手
段
た
4

價
値
.の
尺
度
た
る
爲
め
^

は
夫
れ
自
身
^
價
値
を

持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
ビ
な
す
も
の
に
し
て
、
ク
ニ
ー

ス
は
經
濟
財
の
價
値
.は
貨
幣
即
ち
貨
幣
片
k

ょ
つ
て
ぐ
は
な
X

、

貨
幣
の
價
値
即
ち
1

定
重
釐
の
貨
幣
片
^

含
む
價
値
量
^

ょ
0

て
測
定
さ
れ
る
ミ
論
じ
セ
ゐ
る
？
'此
の
有
價
値
な
る 

；

素
材
即
ち
貴
金
屬
を
要
求
し
や
ぅ
ミ
す
る
某
礎
づ
け
の
中
^

金
屬
主
義
固
有
め
規
範
を
見
出
す
ミ
^

が
出
來
る
。
之

に
對
し
職
能
價
値
學
說
は
貨
幣
の
價
値
性
，は
其
の
職
能
即
ち
賣
買
R

ょ
6
個
人
的
欲
望
^
充
足
し
得
る
可
能
か
ら
生 

じ
：
る

0

價

値

ど

決

定

す

る

も

の

ば

素

材

で

ば

$

ぐ

職

能

で

ぁ

る

ビ

な

す

も

0 .
.
:
^
:ぁ

6 ;
0

ぐ

イ

ゾ

に

l
:
tl
:-
ば

貨

醅

.に

ち

6
. 

も̂
亦
有
用
脞
ゼ
稀
少
性V

は
價
値
の
根
源
に
しV

、
.貨
幣
の
有
用
性
は
直
接
消
費
或
は
生
產
に
充
用
せ
ら
る
、 

財

，妃

對

し

交

易

化

充

用

し

:#
る
可
能
性
の
ぅ
ち
に
存
し
、
稀
少
性
は
第
一
R

*
金
屬
產
出
の
自
然
的
制
限
に
、
P

 

.は
貨
幣
造
出
が
國
家
的
規
定
^

從
.ふ
^

云
ふ
事
實
の
ぅ
ち
^
斿
す
る
の
ヤ
あ
る
。
.：而
上
て
.素

材
.«
値

學

說

も

職

能

價
 

値
學
說
1

賀
買
を
以
て
交
換
の
高
次
の
形
式
ド
過
笤
ず
ビ
な
し
、：

裏

^
於
け
.る
心
理
過
程
は
交
.換
の
そ
れ
ビ

何

等
 

異
る
な
く
、...
，.與
ふ
る
財
.も
受
く
る
財
も
共
^

双
方
の
當
事
者
.の
評
價
對
象
-;
5
:な

す

ヵ

故

^

,
一

 

版
し
て
^

ロ|1
1
學
81
<£ 

唱
へ
らる

-
/

の

で

あ

る

パ

■

.

•
:

:

ノ
：_リ
^

?
ド
ォ
並
.び
；に
ミ
タ
は
此
の
孰
れ
^
屬
す
る
か
、
：.雨
苕
は
共
に
素
：材
價
値
學
說
を
胞
く
も
0

で
あ
つ
：た
。
.即 

ち̂

力
.

ド
ォ
は「

貨
幣
は
常
に
素
材
自
身
の
蒙
：る
變
動
を
受
く
る
•か
故
k

: M
»

k
不
變Q

價
値
を
維
持
す
る
の
方 

策
：は
^

い
.
:0
貴
金
屬
の
本
位
貨
幣
な
る
揚
合
^

は
、
：貨
幣
價
値
は
其
の
貴
金
屬
の
價
値
に
隨
伴
し
て
必
然
的
に
變
動 

せ
ざ
る
を
得
な
‘い
‘
l

.

【

s

^
說

气」

'又

或

る

時

：は.K

^

K

K

相

ス
:?
:
度
配
す
る
法
則
^
關

し

て

：金

她

金̂
他
の
.商
品
ビ
.の
間
^

何
等
大
な
.る
區
別
あ
々
ど
は
思
は
れ
な
い
。
地
金 

;«
エ
藝
用
の
商
品
で
：あ

る

外
:^
弘
ぐ
價
値
の
尺
度
及
び
交
換
の
：媒
介
物
疋
4

て
採
用
さ
れ
來
れ
.る
：は

»
實
欢

れ
r 

A

?
其
.め
爲
必
k

地
金
が
商
品
の
目
錄
ょ
ぅ
除
外
さ
る
.
>乙
^
:は
夺
か
^
:れ
^
'1
::寒
 

ル
は
上 

述

の

如
;.
<

,

#幣

ぱ

貨

物

：で

：あ

る

」

$
明
言
し
穴
る
，が
：
他
の
場
所
に
て
は
褒
に
,,
-
1貨

幣

の

價

値

は

自

由

：狀

態

の

：下
.代 

於
^
は
永
久
的
校
は
.其

め

素

材

た

，

貴

金

屬

の

«

値

: ^

-
致

す

：なJ(

s

〉

®
: ^
.
說

か

.

.:
'

::
,?

«
く
彼
等
が
素
材
價
値
學
說
を
持
ず
名
時
、
萁
の
主
張
す
'5
芎
孓
ゐ
：の
，需 

:價
値
學
說
贫
生
虜
費
：說
过
は
其
の
：間
何
箩
の
理
論
的(

矛
盾
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1
:
:い；;'
;
9へ̂
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：
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贸
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關
係
. 

..第
--
-
號：

六
五
：



f

t

j

t

五'

卷

(

六
六〕

，
货
幣
數
摄
說
ミ
货
幣
本
貧
齒
せ
の
論
珂
的
關
係

 

笫
1:號 
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六

• 

般

經

經

價

値

論R
於
' ^

生
巖
#I

M
F

■

ぐ
_

ぐ.
.

を̂
.素

籾
©

生
：«

費
：̂
:̂
-

^

^

せ̂
^

务
€
.凌

す

，
は

當

然

の
 

で

あ

名

そ

然
B

素

材

債

値

學

膨
#

飽
€

齡

淨

谷

時

は

、
；
市

場

«-
格

办

需
 

金
銀
の
薷
*

供
給
_

^

名
^

の
^
な
妖
れ
ば
歡
ぢ
な
い

-:
:
'
-
0

:
:惫

蜋
^ :

务
所
；の« :

給
0

の

數

置

熟

ば

！
！
^

&

;み

次

も

ず

紙

幣

定

位

貨

幣

ち
_

^

齋

味

ず

：る̂'
.

$

、
：
：

「

* :
-
砂
說
ぐ
所0 .
需
.要

供

給
0

法
則
.は 

■

素

舊

値
f

f

s
ば
命
致
せ
客
#
芩

白
^

^

^

1般
地
金
銀
.の
*

量
_

な
5

:

^0 1

藝
服
^

充
當
»
' &
:

れ
.た
^

地
金
銀(

は
荻
に
は
陴 

,• 

■

幣
歡
量
說
^》

形
谶
农
る
需
耍
供
給
め
法
則
ぬ
供
給
^ ;
:
は
«

き
.の
、供

取

で

あ

る

。

リ

ヵ

ー

ド
，ォ
^

せ'1
>
、、
ル̂

せ
ょ 

’貨

盤

價

値

決

定

：の
原
: 0

本

し

劣

は

«
貨^ :
^

荔
ち
ず
：紙

幣

銀

抒

券^

^

含

む

も

の

で

あ

る9
;
;
.
上
述
の
如
，ズ
ダ
^

^

'
ォ

. 0

數
量
R i

は
む
^

^

紙
幣
鈒
行
券
^

就
.
'ぃ
：て
說
か
れ
ts
^

0

• 

.

物
懷
^

作
用
す
石
も
@

で
.な
^
0
.
:肠
價
^

作

用

す

る

拟

信

用

化

し

て

、

:'
:
'
,
是
 

流

通

性

あ

：る

可

鑲

渡

的

要

具
5:

-
'

生

ぜ

も

む

；る

足

否̂
は

問

題

で

な

い̂

註
-
モ

穿

字
形
等
で
な
ぐ
' ^

め
依
:0

て
生
ず
る
根
*

た
る
信
用
で
あ
る
ミ
^

-

も
、
事
實
上
に
於
て
は
飯
行
券
年
形
小
切
手
等
，
 

.
み
.增
減
が
物
慎
接
用
す
る
.

■

も

め

念

て

，
'
彼
^

J :
'

j

^

物
價
騰
貴
恥
對
じ
泠
ブ
' ®

有
力
な.

る
；要
具
な
る
之^

明
：白
で
あ
る

」

c

'5
八
ぎ̂

手
等
%

貨
幣
の
3

-?
>

m
加
ふ
る
も
の
は
勿
論
、
：；信
用w

し
て
貨
幣
ビ
同
.
1
'
貨̂
幣
«

植
決
定
喪
素
<
し
て
取
极
ふ
需 

要
供
給
2

^

則
は
素
材
價
値
學
說
せ
ニ
：
致
し
衣
い
。丨

：

、

.

故
に
靖
材
價
做
學
說
^

徹

底

す

れ

，
ば

>
:
ガ

ヌ

立

.
ン
の
如
、

余

地

金

衝

値

變

動

戲

賢

幣

數

鸷

の

變

化

仝

離

れ

て

貨

幣

價
値
^
变
配
す
ぜ
主
張
：す
.べ
&
で
^

る
ダ
-.フ
プ
ゾ
ゾ
K
從
へ
：ば
、
'
財
貨
の
.侧
R
變
動
な
し
$
ず
れ
ば
、「

金
の
侧
^
於 

て
体
ー
、
'
金
の
生
«

«
の
減
少
又
.は
金
の
供
給
增
：加
、
'
一.
1
> 金
0
供
給
減
少
/又
ば
金
の
生
«
費
の
增
加
--
'
'-
、
:金
に 

對
す
を
需
喪
增
加
、
四
，
金
ぬ
對
す
る
需
要
減
少
.

」
(

•註
.一.九

し

：

V
、
：「

突

換

要

具

の

數

暈

は

金
^

價
の
結
果
校
し
て
旗
因
で
な
い
.
.0
,
從
0

て
物
懷
決
定
の
.耍
因
た
ク
得
な
い」

、註
ー
0
:
>
:
'
の
で
あ
务
。
理
論
玉
^

爲
め
^

:は
、
-'
素

醤

値

論

者

は

か
、

.̂
陳
述
を
：I

:

ベ
：&

で
.あ

るo 

.

.
:
:

:.'
學
說
史
上
ょi
見
る
.冬
？
需
要
供
給
の
法
則
は
職
能
價
値
學
說
ど
結
合
せ
ら
も
、
化
至

0
穴
0
,例
べ
ば
.ゥ
ー

力

.丨 

は「

貨
幣
ぼ
交
換
荽
具
で
あ
る
.。
：

]1
{
:&
職

能

を

果

す

も

の

：
は
：ず
：べ
：：：て

貨

幣

で

^
^

妯
何
に
じ
セ
，生
誕
し
、」

繼
續
す「

る
，か
ば
間
题
：で
な
い
。：-
—

貨

猶

の

；職

能

を5:
す
：も
の
郞
ち
貨
幣
で
あ
6
^

じ 

ド
，
論

じ

相

る

後

、
：

.ソ

ヵ

ー

ド

ォ̂
做
0
て
、「

實
幣
の
：價
値
は
他
の
#

\5
>
.
.る
貨
物
式
等
し
く
唯
需
要
供
給
.の
：問

輝

で

あ.
 

る
o —

~
貨

，幣

の«
要
は
.交
換
わ
行
ふ
^
.當
ゥ
貨
幣
使
用
^
對
す
る
機
食
.で
お
る
。.
そ
は
爲
？
る
^̂

^

無
敷
の
讓
情
忆
ょ
み
異
る
。
貨
幣
の
供
給
は

一
定
時
の
社
會
^
於
て
要
求
せ
ら
る
へ
、
貨
幣
の
仕
事
を
行
ふ
^
使
用 

せ
ら
る
、
；貨
幣
の
力
、で
あ
る
o
—

-

を
は
.一
：
ー

要

素

即

ち

貨

幣

ど

共

の

流

通

速

度

ょ

を

成

る

^
蘇

^
じ

ぢ
^

て
ゐ
る
。
 

く
次
^
菩
入
由
ソ
へ
ヵ
^

ド
ォ
，及
び
.ミ 

<
 に
於
て
需
要
及
び
：供
、給
な
：る
槪
念
R
就

，S

X
相
異
る
：見
解
を
.見
^

^
も
：の
ヤ
：
 

あ
.る
;6
ミX

比
從
へ
ば
需
.要
在
は
對
價
5
^

時
的
調
達
を
伴
ぷ
ビ
乙
今

求
す
る
i
i
.ろ
の
商
品
0
調
達
.で
あ
#

0
貨
幣
：經
濟
に
於
：て
此
：の
對
偾
ぱ
貨
幣
で
&

令
。：
貨
幣
^
對
f

る
需
要
供
給
■ 

は
商
^

め
需
寒
供
給
苳
は
處
跳
さ
れ
得
な
^

ン
斯
ぐ
^
彼
^

^̂

ず
^;
匕
同
じ
く
，〈

全
»

幣
龄
又
：財
貨
^

»

す
：吝
«

要
^

構
成
ず
る
ャ
貨
幣

«-
l
f式
卷
"

(

.
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七
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幣
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贤
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蕖
質
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論
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關
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八 

パ
^

.
探

し

合

つ

V
:
.
,

ゐ

.る

：の

^

あ

)

る

。

-
彼

等

ば

相

互

^

供

給

マ

レ

多

6

需

耍

岑

贫

る

故

化

此

」

の

：現

象

^

:
名

附

け

て

財

貨

.の

*

 

.要

供

給

£

ー

日

ぶ

如

、-.
'

或

は

貨

幣

の

需

要

供

給

迄

言

ふ

も

孰

れに
.て

も

差

支

な

^

;:
0

:雨

：
者

は

_

:

一 

：
事

實

を

.表

示

す

6;
も
 

「

の

で

あ

-5
'

」

§

5

ぎ

述

べ

^

:
の

で

.あ

る

。

然

k

リ

カ

：V

ド

ォ

は

徙

給

の

場

.合

の

貨

幣

の

調

達

^

商

品

の

欲

求

、
又
 

#

要

.の

場

合

の

貨

幣

の

欲

求

^

商

品

の

調

達

ビ

办

槪

念

を

分

離

し

't
r

SI
k

貧

幣

办

調

達

ビ

欲

求

商

品

の

調

達

v
j

欲

求

. 

<

の

一

1
雜

妹

槪

念

を

紙

合

せ

た

の

で

あ

る

-°
ブ

ー

ゲ

マ

シ

は

リ

カ

>

^

の
適
用
は
霞
要
供
給
の
槪
念
が
交
換
取
引
^
於
て
持
っ
此
の
ニ
重
の
意
味
を
着
過
し
た
る
が
故
^

誤
謬
ヤ
あ
る
S

 

し
て
、ゐ
る(

舊
四
0
。：：
'

‘：
入

：.
ぐ 

;

£

火
の
■見
解
は
其
：の
後
多
く
の
學
考
の
踏
襲
す
るVJ 

N
;々
k

し
て
、
例
へ
ば
ル
口
ア
•
ボ
ソ

ユ
丨
が「

貨
幣
の
價
値 

は
需
要
供
給
^

ょ
ぅ
決
定
せ
ら
る
。
[

貨
幣
.の
供
給>

J

は
：
一
；
定

時

に

於

け

る

流

通

貨

幣

總

量

即

ち

貯

藏

以

外

.の
國 

內
の
貨
幣
總
量
..で
.あ
る
，
。
：
貨

幣̂
對
す
る
需
要
ビ
は
販
賣
，せ
ん
ど
す
る
財
貨
總
暈
で
あ
る
0

購
實
者
は
皆
貨
幣
の
販 

責
者
で
あ
：之
販
賣
者
は
皆
貨
幣
の
職
買
者
で
あ
る
。——

販
髯
の
爲
め
の
財
貨
總
最V」

貯
藏
積
立
を
除
く
貨
幣
總
暈 

ビ

は
苴
^

交
換
さ
れ
る
o
彼
等
は
相
互
^
需
要
で
あ
々
供
給
；で
あ
る」

C

I
五
ぎ
な
し
た
る
が
如
さ
是
で
あ
る
0
而
し 

.
て
ミ
ル
の
.此

.の

見

解

ば

貨

物

總

量

^

貨

幣

總

量S
を

對

立

せ

し

む

る
乙

ビ

、

な
之

其

の

構

造

は

貨

物
總

量

yj

貨
^
: 

M

量

<£
の
相
等
性
を
前
提
ど
す
る
第
二
の
類
型
ど
著
し
く
近
接
し
來
る
も
の
で
あ
る
0
彼
の
流
れ
を
汲
む
ニ
コ
：
ゲ
ソ 

シ
の
如
&

殆
ん
^

全
く
ぎ
：1
の
類
型
^
同
一
以
陳
述
を
な
し
.て
ゐ
る
。「

「

、
如
何
な
る
取
引
^
取
引
每
に
現
に
貨
序 

の
受
授
な
く
し
て
行
は
れ
ず
、例
へ
ば
：一
の
商
人
.は
ニ
本
の
煙
管
を
所
有
し
て
煙
革
?:
所
育
せ
ず
、
他
の
商
人
は
數
弓 

の
题
草
を
所
持
す
る
も
經
草
を
所
持
せ
ぬ
時
、
.
一.本
の
翅
管
が
貨
幣
を
使
用
す
る
事
な
く一

.

丐
の
®
草 

>

」

交
換
ォ
-£
>

I
I

|

I

れ
ぬ
o
即
ち
信
用
及
び
物
々
交
換
が
全
然
知
ら
れ
g

A
す
る
。
一1、

貨
幣
は
.交
換
を
行
ば
し
む
る
以
外
何
等
の
用
途
な 

し
.

V」

ず
る
.。
從
：つ
：て
貯
ie
の
爲
め
R

#

®す
る
こ
ヒ
な
く
常
^
流
通
し
て
ゐ
る
。:

三
、
貨
物
を
一
個
宛
所
有
し
て
貨 

幣
を
所
持
せ
ぬ
十
人
の
SJ
A

ど
、
，M

W

W
個
の
©

#
釔
所
持
ず
.る
も
貨
物
を
所
持
.せ
ぬ
®

A
あ
6

、
'而
も
此
吵
貨
幣 

所
有
者
は
汎
ゆ
る
貨
物
^
對
し
同
1
評
價
を
な
す
も
.の
^
假
定
す
る」

(

註
ー
ー
六
：

)
「

斯
く
設
定
せ
ら
れ
た
る
規
定
^
從 

ひ
市
場
開
か
る
れ
ば
、
總
て
.の
貨
盤
は
總
て
.め
貨
物
に
對
し
て
提
出
3
れ
、哿
ゆ
る
個
々
の
貨
物
が
同
.
1な

々

^
す

れ 

ば

、
各

貨

物k
與
へ
ら
る
：V
個
片
は
十
個
な
る
ベ
く
、
,從
つ
て
物
價
卒
準
は
十
で
あ
ら
ぅ
。——

斯

か

る

.嚴

重

な

る 

前
提
の
下
は
於
て
は
貨
幣
慎
値
は
：正
確
^
其
の
流
通
量
^
逆
比
：例
し
て
«

動
す
可
&

ば
明
瞭
で
あ
る」

0

|
七)

斯
く 

需
要
供
給
の
法
則
は
其
.の
觀
察
の
態
度
方
'法
の
相
：違
^
除
け
ば
、「

其
.の
.
»來
上
：ぅ
た
：る
構
造
は
外
見
上
全
く
第
ー
|
の 

頓
型
I

I

で
あ
る
。-
本
來
.の
貨
物
^

關
す
表
需
要
供
給
の
法
則
.は
唯
傾
向
を
語
5;
务
の
^
し
で
祐
確
な
る
比
例
的 

變
動
^

主
.張
す
々
も
の
^

あ
ら
ざ
る
^

如
係
ら
ず
、ぃ
之
：を
貨
糌
に
適
用
^

作
る
論
者
が
皆
毋
確
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又
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適
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述
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^
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蜱
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^
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鸯
叹
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^
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又
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'

笫
！

T

十

艽

卷

(

七
四〕
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貨
幣
數
敖
說
ミ
货
輥
本
質
歡
や
の
論
现
晰
黎 

浪I

號

七

“

.

.■

彼
緣
が»

幣
數
量
說0 .
‘

フ
ぢ
第1

1

; 0

類
型
を
採
る̂

至
れ
る
理.

由
ば
上
：述
の
如
く
で
あ
る
が
、
彼
等
が
貨
幣
數
量 

說

を

論
- «

を̂

至
れ
ふ»

_

は
新
太
膨̂

於
.

呔
を
金
鈒
鑛&

# ;

見
る

.

>

:

.

:

灰̂
ン
，^

リ
ズ
.み 

,

ど
よ

6

« :

起
[ >
,

な
る
物
價
騰
貴
の
：現
象
：で

^

^

た
。
：«

國̂

於
.

心
#

2 £
:

西
：
ー^

上
办
：千
五
：百
十
每
迄

.

|

磅
十
五
&
な 

ク
し
小
麥
は
千
五
百
六
十
一
弗
よ

$

千
五
■

七
，
年
間̂

I

七
磅
屮S :

志
ど
取̂

、

「：：：

英
國

k

於
て

'

千
$
诨
十
年
よ
ぅ 

千
五
苜
十
年
間
の
小
麥
は
千
芄

.

百

九

十
1

;

年
よ
レ
；千
六
诨
伞
間
技
ゆ
約
八
倍

^

騰
貴
し
た〈

能
5

?
此
の
汝
ぶ
の
結
采 

ど
レ
て
時
人
の
法
意
は
貴
幣
價
値
の
：問
題

^

向

げ

ら

を
.

ぢ
至
つ
た
。
，
然

岔

彼

箏

は

金

銀

貨

幣

の

«
入

の

獎
«.
、

_

流

出

の

；姐

礙

化

務

め

づ
V
知
.女
し
£

て
、
彼
等
は
貨
幣
數
量
の
增
減
が
物
價
騰
貴
の
最
大
原
因V」

信
ぜ
ざ
る
を
噂 

な
.か
.つ
.

の̂
-で
知
る
:0
;
:
’：
'ノ
“ 

ン
-.
-

.

.

:
■
,

■
'
■
-

「

©

よ
み
其
の
當
初
の
論
者
^

於

て
.は
第
一
：の_

型
^:

屬
す
.る
"や
第
ゴ
，
の

類

型

ぢ

屬

す

る

や

は

判

然

せ

f

も
の
^
 

し
て
,
片
的
記
述
に
過
§'

な
い
.。
例
へ
ば
ジ
ャ
Z 

•ボ
ー
ダ
.，.X

は
1

菩
人
，の
認
む
る
高
.偾
：は
^

其
の
主
要
^
し
て
.殆
ん
^
唯

.
1
'原
因
た
る
も
の
は>

今
日
當
王_

^

於
け
.る

豐
^

:

^る
金
鈒
R

し
て
、
此
は
從
來
何
人
も

.

發
見
す
る
^

至
ら
.な
か
つ
た
。
'、

一

^孰
れ
の
地
^
在

A

て
も
、
諸貨
物

； 

を
高
價
な
ら
し
む' 5

主
耍
原
因
は
そ
ぶ
評
懷
及
び

.

债
：格
を
與
ぶ
る
物
：件

'

の
泰

$

 

.
_
_
伊
太
利̂
认
、、
て 

す
ら
貴
族
が
賀
易5 :

營
み

.

、
又
西
班
牙
の
民
は
他
の
業
を
營
ま
ざ
る
の
有
樣
な
れ
ば
、
西
班
牙
及
び
伊
太

7 «
^
は
佛
喟 

西
よ

6

も
多
量0

金
銀
存«

す

。
：
：故
に
凡
ゆ
る
貨
物
は

.

西
®

a ：
に

.

於
て
は
佛
：國
よ6

も
、
西
班
牙
に
於
て
よ
併
本 

利
よ

6

も
其

.

の
憤
が
高
い」

S

.

三)

“

意

た

る
^

過
ぎ
な
ぃ
。
；

'

彼
を
以
て
貨
幣
數
量
說
■

疑
者

.

ど
は
稱
し
得
る
：

ラ
ィ
サ
グ
ォ
ゾ
シ
等
皆
然
ぅ
、へ
激
分
學
說
醑
體
系
を
«
ズ
る
化
至
れ
.る
は
ジ
ョ
>
>
.
•
'
: 
口
ァ
ク
以
降
の
乙
ビ
に
し
て
、

t
'

ッ

ク

，
口
へ
ネ

•
ヒ
；
ぐ
！
ム
、
モ

ン
-ズ

ス

そ
.
.ユ
ー

、
：
.V

リ 

:
其

內

ロー

は

第
1
の

類

型
^
隱

す

可
&
論

者
>
ヮ
ロ
ッ
：
：ク
.
ヒ

广

諭
者
に
.
3セ

、
メ
リ
ス
ぼ
若
干
の
矛
盾
5:
藏
ず
み
も
大
體
^
輝
て
矢
張
ヶ
'第
一
へ
|
ゆ
類
型
に
加
ぶ
可
き
論
者
で 

ロ
ー
は
或
時
は
地
：金
鐵
^
就
$

て
需
要
供
觀
お
論
じ
>
'
_は
貨
#

に
就
を
て
需
要
供
給
^,
論
す
る
。
.前
者
に
徹
底
す 

れ
ば
生
產
費
說
R

、
後
者
を
重
禮
す
れ
.ば
數
量
說
に
入
：る
も
の
、で
あ
る
o 

0 く
、「

修
は
其
の
金
馬
ビ

し

の

;]
-
逾
k 

對
ほ
評
價
せ
ら
れ
し
所
に
»:
ウ
七
交
換
也
ら
れ
、
.其

^

父

換

ぬ

，
於

：
け

5*
偾
値
.
隨
つ
.て
貨
幣
を
じ
.
,
給
付
せ
ら
る
ミ 

.

M
奪
ず
る
^

政
當
で
あ
る
。
«

の
貨
«

ど
1>
-
'て
の
新
用
途
ば
其
の
價
値
を
增
加
せ
裏
る
を
#

な
い
。.
蓋
し
ぞ
が
貨
很 

迄
し
て
物
々
^:
换
に
於
け
る
不
利
不
飯
5:
>
除
却
し
、
^

の
..結
粜
銀
の
：需
贬
は
_

加
し
"

»
く
て
.貨
幣
：用
途
の
生
め
る 

'

增
加
&
毁
^
等
し
&

附
加
«

値
を
受
ぐ
-る
か
'ら
.で
^

る
し
，6

怒
寸
地
金
又
_

^
幣
^
し
て
の
銀
ば
其
の
供
給
又
.は
需 

.

錾
_

於
け
る
»

動
お
4
其
：の
偵
«

5:
« -
1:
;

4
。：.其
の「

”
づ
れ
.の
場
合
忙
_

て
截
世
人
'は
物
惙
が
：騰
落
せ
$
 

S

Wふ
。

:

然
し
鈒
又
比
■

幣&

價
修
が
或
は
大
#

_
水
乾
る
,

從
ネ
で
其
妗
_

は
貨
物
ゆ
大
* ;
:

^
或

は
/1
>

#

^
 

價
値
膦
#

せ

る

：は

鈒

來

ば

貨

幣

で

.鉍
が
.し(

眛
五
.ツ「

ー
昨
牟
_
頭
の
苹
莰 

- A
軚
_
:
!虜

_

の
#

を
_

入
し
_

い
.ビ
敏 

_ 

f

«影
% '
加
3
而
も
之
は
應
じ
セ
卖
の
需
要
％
:增
加
し
な
け
れ
ば
茛
頭
の
幸
は
昨
年
よ
々
多
額
.の
貨
幣
ビ
其
の
偾
値 

に
%

て
# :
で
^

ん
.？
。
從
夕
セ
貨
幣
ば
瓶
廉
ゼ
あ
か
、
®：
露

»
-
雄

酋
§

の
.看
の
_

値
欲
昨
#
戈
办
多
«

の
貨
幣
在
等
し
い
で「

：

笫T

一
 

4
%

卷

(

■
七
五
：〉

貨
幣
數
缉
說
‘

貨
幣
本
赏
鄉
坪
的
齓
倚：  

し

谘
1、號
.

七̂
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2

號

b

六

，あ

ら

デ

.:
^
.
#

‘
•?
て
羊
ば
高
價
で
&-
'

る
^
黯

〕

？
貨
條
の
«;
耍
供
齋
贫
る
：_

_
の
有
す
る
ー
|
重

置

義

を

春

過

し

、貨
幣 

it
對
す
る
需
耍
供
給
貨
物
は
對
す
み
.需
要
破
給
於
別
々
：£
取
狹
-:
^:
% ;
の
^

し
^

.:
,

ヵ
い
グ
ド
才
e
In
l

-—
*
の
*' 

型
に
.屬
ず
6

も
の
：で
-あ
.る
：:°
-,'.:

ン
...，

V
 

'

V

.::
:
:.
-
;

■:
’
：
：
，
：

 

：，
:

‘ 
厂

；
•'

.當

咏

に

，於

け

る

機

械

的

數

量

說

の

鮮

明

^

る
,

述

は

ヒ
f

ム
.並

味咬

モ
'
'ン
テ
ン
ス：.キ
ュ
ト
の
そ
れ
で
あ
る
。
先
づ
モ 

ビ
グ
ス
キ
f

の
陳
述
を
窮
.ふ
^

日
'く
、「

銀

：は

貨

物

.の
®

格
で
'あ
る
。
黎

，
如
懷
^

し
ャ
此
の
價
俗
ば
決
定
ぜ
ら 

る

、
か
。，
換
言
す
れ
ば
鈸
の
幾
許
鸷
に
依
ゲ
各
貨
物
は
代
表
ぜ
.ら
が
、
：か
9

^

_界
に
於
け
る
：金
鈒
も
貨
物
總
*
.
ど 

を
比
較
ず
れ
ば
、
あ
ら
.ゆ
る
特
.殊
の
貨
物
ば
金
«

全
最
..の
或
る
部
分
^
此
較
^
れ
得
る
事
明
確
.で
*'
る
ダ
一
.方
の
全 

部
は
他
方
の
备
部
な
る
如
く
、
.1
方
の
：部
分
は
他
方
の
部
分
で
あ
る
。
' 現
個
界
R
存
す
る
貨
物
單
k

一
 

個
な
る
か
" 

若
し
く
ば
購
.入
し
得
る
貨
物
唯
一
個
.の
み
^

じ
て
而
も
« '

幣
の
如
<'
'

分
割
1>

得
る
ど
假
定
せ
ん
か
、
此
の
貨
物
の
.f 

部

分

は

金

銀

量

の

一

部

分

ど

相

對

し

一

，
方

の

半

ば

ば

他

方

の

半

ば

ダ

、
：’
一

方

の

十

分

の

V

一
、

西

分

：の'一
、

千
分
の
一 

は
他
方
の
十
分
の
一
、.
百

分

の

;

千
分
の
.

一
ど
對
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
れ
共
人
顧
間
の
貨
物
は
總
て
一
時

 ̂

取
引
.せ
ら
る
、
も
の
で
なy

。：

故
k
價
格
は
貨
幣
全
體
ど
貨
物
全
.■
ど
の
複
合
割
合
、
及
；び
取
引
せ
ら
る
、
貨
幣
全 

.體
ビ

取
引
せ
ら
る
、
貨
物
全
體
ビ 

'の
祺
合
割
合
'
^
X 

6
決
定
さ
れ
る
。
' 而
し
て
今
日
取
引
外
の
貨
物
及
び
貨
幣
も
翌 

日
は
取
引
場
裡
(C
到
來
すi

O
M
W

あ
る
べ
&

を
以
て
、
«

格
決
定
は
报
本
的
^
貨
物
全
體
の
貨
幣
全
體
に
對
す
る
比 

率
^

依
賴
す
る
も
の
で
あ
る」

S

七)
「

印

度

發

見

以

來

ー

一

十

對

一

の
比
率
を
以
て

歐

洲
R

於
け
る
金
銀
‘增

大

す

れ 

ば
、
貨
物
及
.び
商
品
は

一1

十
對
一
の
比
率
.を
以
て
騰
貴
す
る
で
あ
ら
ぅ
9

然
る
^
他
方
若
し
貨
物
及
び
商
品
の
分
量 

が
ニ
#

一
 

の
比
率
を
以
て
增
加
す
れ
ば
、
.是
.等
の
貨
物
はi

f

七
對i

の
比
^

{<
で
下
落
し
た
る
^
以
て
結
1
!
1?割
合
は

:

十
對
.！
R
落
着
く
で
あ
ら
，フ」 c

註
八 >

 

ビ

0

次
^

ヒ
：-
丨
ム
.の
見
解
を
引
用
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
0白
く
1
汎
ゆ
る 

貨
物
の
價
格
は
貨
幣
ビ
貨
物
^

の
比
率
^

依
賴
し
、

一
方
に
於
け
る
顯
著
な
る
變
動
は
價
格
を
引
上
ぐ
る
か
引
下
ぐ 

る
か
；

S

づ
れ
か
の•

ー
影
響
を
有
す
る
こ
ど
自
明
の
理
.で
あ
_る
。
貨
物
?:
增
加
す
れ
ば
そ
は
低
廉
ど
な
6
、
貨
幣
を
增 

.加
す
れ
ば
其
.の
價
値
は
騰
» .
す
る
。
同
樣
^
他
方
前
者
の
減
少
並
び
に
後
者
の
減
少
は
夫
々
反
對
の
傾
向
を
呈
す
る
。
 

而
：も
物
價
は
一
國
內
.

存̂
す
る
貨
幣
及
び
貨
物
の
絕
對
量
ょ
ぅ
市
場
^
現
れ
若
し
く
は
現
る
可
さ
貨
物
及
び
貨
幣
流 

通
最
R
依
賴
す
る
.乙
ど
明
白
で
あ
る
。
若
し
鋳
貨
が
凾
中
^
閉
壅
せ
ら
る
れ
ば
、
そ
は
物
價

R

關
し
て
は
喪
失
し
た 

る

ビ

同
1
で
あ
る
。
又
貨
物
が
倉
庫
中
に
藏
匿
せ
ら
る
れ
ば
同
樣
の
結
果
.2
:
生
す
る
で
あ
ら
ぅ」

ハ
註
九
3 

V」
。

.

.
斯
く
機
械
的
數
量
說
を
懷
け
る
彼
等
は
如
何
な
.る
貨
幣
本
質
觀
を
有
し
た
る
.か
。
明
晰
な
る
其
の
本
質
觀
を
察
知 

す
る
こV」

は
困
雛
な
れV」

も
、：

彼
等
が
貨
幣
を
以
つ
て
財>

j

異
る
も
の
ど
見
た
る
も
の
、
如
く
、
貨
幣
は
價
値
の
象 

徵
、
•財
の
代
表
な
々v

の
觀
念
を
有
し
た
.の
で
：あ
る
。
後
述
：の
如
く
ジ
ン
メ 

X

も
偾
値
の
表
彰
な
みv

陳
述
し
て
ゐ 

る
が
、
彼
は
同
時
^
貨
幣
職
能
偾
値
學
說
を
奉
じ
た
の
で
あ
る
が
、
.
當
時
の
論
渚
は
此
の
類
の
陳
述
«
だ
不
明
確
な 

る
も
ひ
し
ろ
後
世
の
指
圖
學
說
^
近
似
す
る
も
の
で
あ
つ
た
0
.故
^

マ
ー
力
シ
*:

チ
.ソ
：ス
ト
の
誤
■
は
金
鈒
ビ
富
V
JV
J 

混
同
し
た
る
K
あ
ら
ず
し
て
、
金
一
銀
を
富
の
象
徵
ヾ」

し
、
其
の
意
義
を
餘
々

R

過
重
し
た
る
乙y

j

で
あ
る
。
勿
論
金 

銀
卯
ち
當
な
-
^

W

の
思
想
も
存
在
し
た
が
、
.
乙
れ
は
象
徵
ビ
實
體
^
の
混
同
^

し
て
心
理
的
^
は
極
め
て
陷
入
ぅ
易 

き
混
‘亂

の1

例
で
あ
る
？

モ
ン
••グ
ス
キ
：ュ
ー
は「

貨
幣
は
百
般
の
價
値
を
表
彰
す
る
記
號
で
あ
る」

(

5
 

0

)
「

ァ
フ
リ 

力
.沿
岸
の
黑
人
は
貨
ff
f

な
く
し
て
價
値
の
.象
徵
を
.有
す
る
。
そ
は
純
粹
觀
念
的
な
象
徴
に
し
て
、
彼
等
が
懷
く
欲
望 

化
比
例
し
て
各
商
品
^
對
し
精
神
裡
^
於
て
.附
與
す
る
尊
敬
0

程
度
を
基
礎
^
す

る

も

の

，；で

あ

る

。

或

る

貨

物

又

は

第
二.

十

五

卷(

七
七〕

_

货
幣
数
遨
說

w

貨
幣
本
質
觀
>

」

の
論
理
的
關
係

 

第
一
號 

ヒ
ヒ
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ニ
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C

七
八〕

貨
幣
数
量
說
長
幣
本
：質
觀

W

の
翰
理
的
.關

係.

’ 

4
 

5
.

こ
、

»*
ロ 
Hぼ
H'

M
a
c
s
e
s

、
他

の

そ

れ

は

六

： .
M
a
c
u
t
e
s
:

、
吏

に

他̂

そ
«
:は

十

；§
污
&

5
k
値

す

る

。

そ

は

單k
一
一
一
、
六

、 

•十
：ど
呼
稱
す
る
ゼ
同
.じ
で
、
價
格
：は
#

等
が
各
商
品
R
就
い
て
行
劣
此
較
K
ょ
A

形
成

^

れ
る
。
此
の
時
特
定
の
貨 

幣
效
る
，

.な
く
、
各
個
の
商
品
は
他
の
商
品
.の

貨

幣

，で
，あ

る

。
：
今

此

の

評

價

の

方

法

を

吾

人

の

間

K
採

用

し

て

菩 

,
人
の
'そ

れ
^
合

す
^

^

,世

界

の

凡

ゆ

る

貨

物

及

ひ

商

.ロ»1
-は
：
一
、
定

量

の

客

片
1
1
^
5
^
値
^

-6
-
。
；
而
し
て
此
の
國
の
銀 

?:
'
卜

M
a
c
u
t
e
s

 

,の
數
せ
等
し
く
分
割
ず
れ
ば
、
該
銀
分
割
部
分
；は
'
ー
由
|

ぎ
の
象
徵
，で
あ
6>
ぅ」

(

註
一
一)

ビ

述

べ

、 

又
ヒ
r
 
.ム

ば
^
-貨
幣
は
本
來
塵
の
目
的
物
の
，一'
S

ず
し
て
？
單
に
人
々
が
貨
物
相
互
の
交
換
を
容
易
I

し
む 

る
ヵ
爲
.め
^
協
笼
し
た
る
方
便
^

過
ぎ
な
い
9

そ
は
交
易
の
取
輪
^
非
ず
し
て
フ
車
輪
の
運
動
を
し
て
觅
^
圆
滑
輕 

*
な
&.
し
め
：
る
：
汕

で

あ

る

」

8

1

5『
貨
幣
は
1£
に
勞
働
：及
：び
貨
物
の
代
表
代
外
衣
ら
.ざ
る
も
の
^

し
て
、.軍
^

是
等 

の
も
の
を
率
定
し
、
若
し
く
は
佑
料
す
る
の
手
段
ど
し
て
役
立
つ
^

過
ぎ
な
.い
し
§

5
 

V
J

述
べ
て
：

Q

る
。
故

す

' 

?

ケ
：
マ
ゾ
は
T

力
' ン
チ
ジ
ズ
：ム
2:
以
て
貨
幣
觀
念
：上
の
象
徵
主
義
.
^
&
0
1
^*
|

泛
な

々

ど
な
し
た(

S

.

S。
貨 

僻
は
表
彰
な
6

ど
の
定
義
が
ら
貨
幣
總
暈v

貨
物
總
量
^

は
相
等
[>
:

い
ビ
云
ふ
結
論
を
引
出
す
ミ
^
は
出
來
な
い

。
 

兩
者
の
相
等
性
の
：說
明
は
.象
徵
主
義
に
於
て
は
.與
へ
.
'ら
れ
て
ゐ
衣
い
.。
:

..

此

の

象

徵

主

義

は

次

第

^

金

屬

主

義̂
滕

倒

せ

ら.る
>

^

至

つ

た

の

で

あ

る

。
、
、
旣

0

チ

；

ゴ

ー

は

「

鈒

ャ
.
一
般It

幣
I

則
貨
の
價
値
の.

戀

裳
I

す
る
論
者
は
、

'

貨

幣

皇

齒
S

定

せ

含
2

象

徵
£

値
を
凉
1

.

2

1す
が
故̂

甚
だ
：不
疋
赏
でI

。

,

吾
じ
彼
等
が
該
金*

囊

幣

2

1

ち
て
商
品
^
み
し

E:
k
_

は 

W は
發

明
 

^
離

れ
..て
务
れ.

茚
身
價
値
を
有
す
る
が
故
^

る
6

ど
を
#
る
で
あ

^

ヶ
L

S

I穴)

：̂

說
さ
公
^

に
降
o'
:̂
.

セ
ィ
は
'「

代
表
表
彰
は 

被
代
表
物
の
偾
値
だ
け
を
.# .
:

o

o

,

.其

.の
呈
示
あ
る
時
は
^
の
物
を
引

«

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

o

然
る
R
貨
幣
は
其 

の
用

u
s

a
g

e

あ
る
が
爲
め
^ -

價
値
を
有
す
る
の
で
あ
る
o.
.
從

つ

て

貨
^

を
提
示
さ
れ
る
も
何
人
も
貨
物
を
引
渡
す
義 

務
は
な
い」

。貨
盤
は
決
じ
^:
貨
物
の
價
値
の
表
彰
^

は
な
く
貨
幣
S
稀
せ
ら
：る
,̂
拖
品
で
あ
る
。「
人
が
自
己
の
貨
物 

を
寶
却
ず
る
時
表
彰
^

對
し
て
交
換
す
る
に
非
ず
し
て
で
自
己g

賣
却
貨
物
^
等
偾
な
6
,ビ

考
ふ
ゐ
貨
幣
次
る
他
の 

貨
物
^
交
換
す
.：る
©
で
あ
る
。
人
が
貨
物
を
質
入
る
、
時
表
彰
を
與
.ふ

.6
^
あ
ら
ず
し
て
、：
買
入
貨
物
ど
等
し
&
眞 

實
價
値
を
有
す
る
貨
幣
な
る
他
の
貨
物
を
與
ふ
る
の
で
あ

:6
。
し
ど
說
さ、

.

更
K
貨
幣
を
表
彰
な
^
ビ
な
す
謬
見
か
ら 

貨
幣
は
他
の
す
べ
て
め
貨
物
.を
代
表
し
、
其
.の

價

値

，總

計

は

他

め

全

貨

物

の

價

値

總

計

^
等
し
く
、
貨
幣
總
量
の
增 

減
は
貨
彼
一
單
位
の
價
値
を
_增

減

せ

し

む

る

ど

，考

ふ
.る
^

至
る
9
.乍
併
貨
幣
總
量
の
增
減
に
ょ
つ
て
其
の
價
1

が
騰

落
す
る
は
貨
幣
が
貨
物
の
表
彰
穴
:5

關

係

か

ら

で

は

な

く

、
：貨

幣

；の

.
供
給
が
需
要
.に
對
し
て
變
化
す
る
爲
め
で
あ
る 

e
 
論
じ
た(

£

:
七)

？

.;
へ
^

機
械
的
數
最
說
が
再
び
出
現
す
'る
^

至
れ
る
，は
.職
能
價
値
學
說
な
る
名
目
主
義
の
.出
現
ど
步
調
を
同
ぅ
す
る

^

の 

で
あ
る
。
菩
人
は
職
能
價
値
論
者
の
機
械
的
數
量
說
主
張
の
代
表
的
陳
述
を
.

シ̂
メ
声
k

於
て
®
む
る
％ 

:の

.で
あ 

.る
。',
:
,機
械
的
數
量
說
の
精
鍊
は
む
む
ろ
“ー
コ
グ
ソ
ン
,

フ
ィ
シ
ャ
ー
等
^
負
ふ
I

ろ
大
な
6
ヒ
最
も
、
貨
幣
價
値
本 

質
觀
ゼ
の
交
渉
を
考
究
す
る
現
在
の
目
的
の
爲
め
^

は
ジ
ゾ

メ
ル
を
以
て
最
適
の
代
表
者
、/

J

な
すA

J
V
J

が
出
來
る
。 

吾

人

.は

以

下

可

及

的

詳

細

^
彼
の
見
解
を
窺
ひ
度
い
^
思
^o ;

蓋
し
職
能
價
値
學
說W

指
圖
學
說
ど
の
根
本
的
對
立 

は
す
ベ
て
經
濟
組
織
^

對
す
る
見
解
か
ち
生
れ
出
る
の
で
あ
る
0
從

っ

て
後
段
纪
於
て
指
圖
學
說
の
經
濟
組
織
觀
を

笫H

十

艽

铪

(

七
九)

貨
幣
数
量
說w

货
幣
本
質
觀v

の
論
理
的
關
保 

第
一
號 

七
九



笫
ニ
十
五
卷
c

-A
o

>

货
幣
數
量
說w

貨
激
沐
質
觀
ミ
の
論
?̂
讷
關
靡 

第

二

號

八
◦

詳

述

す

る

が

，如

く

本

節

^

於

て

職

能

價

値

學

說

の

；經

濟

龃

織

觀

2:

說
く
は
決
し
て
拖
：用
の
$

」

で
は
な
い
0
故

に

吾

 

人
は
彼
の
«

濟
組
織
觀
、.：：1
:般
經
濟
價
値
本
質
觀
か
ら
出
發
し
て
其
の
貨
幣
擻
澈
說
^
論
入
せ
ん
ど
す
る
名
の
で
あ

^

0
 

o
. 

... 

.

.

.

.

,
. 

‘
 

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.
:經
濟
^
於
て
.問
題
^
欢
る
>は
形
而
上
學
的
.範
疇
^

し
て
の
顧
値
^
あ
ら
ず
し
て
、
.享
樂
の
主
體
？

¥
 

の
間
に
生
ず
る
距
た
<

^
基
い
て
成
立
.す
る
:̂
ミ
ろ
：の
價
値
ヤ
あ
る
0

乙
の
.距
6

は
經
旖
生
活
に
於
て
は
特
有
の
士 

方
で
行
は
れ
る
。
即
^

人
間
^
彼
の
欲
望
：の
對
象
ヒ
の
間
に
介
入
す
石
ど
^
ろ
の
犠
牲

時
に
他
の
人
間
の
欲
蟹
の
對
象
^
汝
つ
て
を
み
、
前
者
は
後
者
の
欲
望
す
る
何
等
か
の
听
有
又
は
享
樂
を
斷
念
す
る 

乙

ビ

ド

よ

々

、

後
者
そ
し
て
其
の
所
有
^

か
、
ぅ
し
か
も
自
己
の
欲
望
す
る
何
も
の
か
を
斷
念
せ
し
め
辱
る
の
で
あ 

. 

<

斯
く
或
る
價
値
を
獾
得
す
る
た
め
^

は
、
"他
の
價
値
を
提
供
せ
ね
ば
な
ら
や
1

|

こ
ど
よ
6
恰
も
物
ビ
物
ど 

が
' $
に
其
の
價
値
を
規
定
し
合
ふ
か
の
如
さ
現
象
を
生
ず
る
。
斯
く
し
て
交
換
^
於
て
價
値
は
超
主
觀
的
超
1
人

 ̂

で
'あ
6

な
が
ら
し
か
も
物
の
客
觀
的
性
質
た
る

こ

ビ

な
き
を
得
る
の
で
あ
る
。
其
の
際
1

值 

一
^

9
普
l
l
^
f
i
li
2 

る
'自
我
は
其
の
創
造
せ
る
も
の
よ
ぅ
羅
か
^
後
退
す
る
こ
^
に
よ
り
後
者
を
し
て
自
我
ど
の
關
系
を
離
れ
て
海
ユ
こ 

其
の
意
義
を
測
定
し
得
^
せ
る
。
其
處
で
は
各
瞬
間
^

於
て
確
定
せ
る
規
定
及
び
標
準
^
從
つ
て
對
象
は
循
暧
し
、
 

其
の
た
め
^
對
象
は
客
觀
的
世
界
を
形
成
し
つ
、
個
人
^

對
峙
す
る
。
此
の
世
界
に
參
加
す
る
ど
し
1:
ハ.ど
は
個
\
 

の
任
意
な
れW

7
P
:
、

‘
參
加
せ
ん
ど
す
る
時
は
か
、
る
客
觀
的
規
定
：の
支
持
者
又
は
實
行
者V

J

し
て
參
加
す
る
の
外
は 

な
い
。
你
に
自
働
的
機
構
^

よ
る
が
加
く
^

物

が

其

の

價

値

を

：規

定

し

合

ふ

ど

.こ
る
の
{元
成
狀
■

に
向
0
.て
嘴
_

次

進
み
行
<
。
此
時
主
観
の
欲
望
次

6

感
情
次
々
は
原
動
力

w

し
，て

背

後^

働

い
；て
ゐ
る

の

で

あ

る.0
:

斯
く
て
！

H
*

よ
，

j

f

l

i

i

r

l

i

l

l

l

i

i

i

i

l

l

8
l

l

g

i

l

i

i

,

i

l

^
 

_g
,

.』，，」

，
'
,

„„ 

j

交
換
の
形
式
を
經
由
し
.て
評
價
作
用
の
流
れ
を
導
5

、
人
間
世
界
の
一
切
の
運
動
の
源
泉
た
る
欲
望
ど
そ
れ
等
の
運 

動
の
歸
着
豁
た
る
享
樂
の
滿
足
ビ
の
.中
間
^
中
間
の
領
域
を
形
成
す
る
の
で
あ
る
ハ
註
.
1八)
。
斯
く
彼
は
經
濟
生
活
に 

於
け
る
價
値
の
本
質
を
論
じ
た
る
後
、
' 貨
幣
を
定
義
し
て
日
く
、「

貨
幣
は
杣
象
的
財
產
價
値
ど
し
.て
定
義
3
れ

る

.° 

可
見
的
對
象
S
し
：て
の
貨
幣
は
？
價
値
あ
巧
對
象
そ
の
者
か
ら
杣
象
衰
た
馨
價
値
が
宿

つ

てゐ
る
身
體
で
あ
つ 

、

.て
語
：の
音
^

%
此

較

さ

れ

得

べ

さ

も

の

で

：あ

る

。

語

の

音

は

：勿

論

音

聲

的

生

理

的

現

象

な

れ

W

も
、
备
が
吾
人
^

對 

し
て
有
す
る
全
意
義
は
、
そ
れ
^

よ
6
支
持
^

る

、
又
は
象
徵
3
れ
る
ビ
乙
ろ
■の
内
部
的
表
象
の
ぅ
ち
^

存
す
る
o 

對
象
の
經
濟
價
値
は
對
象
の
.相

互

關

係

吳

%

て
成
立
す
る
.音

れ

ば

、
貨
幣
は
其
の
關
係
.の
獨
立
f

取
得
し
た 

表
現
で
あ
るW

言
ふ
事
が
出
來
る
。
經
濟
關
係
即
ち
對
象
の
可
交
換
の
中
か
ら
此
の
關
係
の
事
實
が
抓
出
^
れ
、
對 

象
^

§

し

て

概

念

的

な

る

-
伹
し
可
見
的
象
徵
ど
結
合
^
れ
た
ー—

存
在
を
取
得
す
る
Z

ど
^

よ
ぅ
貨
幣
は
沿
象 

的
則
產
價
値
を
提
示
ず
る
に
■至
る
の
で
あ
る
：

」

：S

一

九

洵

R

ジ
ン
^
ダ

k

.從

へ
ぼ
經
濟
住
活
R
於
て
人
は
ニ
走
の 

價
値
量
を
賦
與
し
た
る
上
は
此
の
量
^

よ
6
客
觀
的
な
る
交
換
連
動C

非
人
格
な
る
價
値
作
用
の
相
互
性)

に
物
を
委 

ね
る
0
ー
澌
く
て
甚
礴
づ
け
ら
れ
開
始
^

る

>
價
値
方
向
の
歸
す
る
所
^
貨
幣
の
意
呔
は
熟
す
る
の
で
あ
る
。

'
■
以
上
の
.如
&

»
象
の
經
濟
的
相
對
性
を
提
示
す
る
ビ

い
ふ
貨
幣
の
意
義
は
あ
ら
ゆ
る
歴
史
的
形
象
等
し
く
、

M
 

次
^
.槪
念
的
純
粹
性
^
到
達
す
'る
も
の
な
る
’が
’

そ
れ
ビ

對
應
せ
る
事
柄
ば
一
切
の
貨
#
が
謂
は
ヾ
一
宅
の
意
味
こ 

於
て
貨
幣
で
あ
る
S

K
ふ
事
實
の
«

に
觀
取
_
れ
る
'0
>

な
る
對
象
：̂

な
る
對
象
せ
_交
換
^
れ
.得
べ
く
11
代
新
し 

^

持
主
が
前
者
冷
代
办
^

?
な

る

：對

象

，を

獲

得

し

得

る

場

合

^
於

て

：は

、
.
卜
は
其
の
限
办
^

於
て
物
^
し
て
の
胜
質 

の
#

方
^
於
て
：貨
幣
0
役
目
を
務
め
.て
：ゐ

る

の

で

あ

る
'0
對

象

が

相

互

に

交

換
3
れ

る

間

：ほ

：其.の
，
主

觀

的

.性

質

ど

客
 

m

u
十

五

卷(

八

二

贺

幣

激I

W
貨

幣

本

質

觀

w

の
，

理
的
關
係

'

'

第
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第n

十
五
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^
 

A

^
 

^
 

2

 
號

、
ニ

た
.

^

将
麥
洛
I t

至
る
の̂

あ
各

1

ヒ
' S

ダ
撕
ス
彼
啟
實
體
か
も
作
用
へ
へ

；

？
向̂

貨
#

の
發
達
をE a

ぐ
も
其
は
決
し
へ
て 

.

貨
幣̂

無
偵
値
ゼ
な
名
で
せ
奢
意
蛾
す

^

の
で
な
い
。■貨
幣
が
機
能k

分
解
さ
れ
名S

さ
其
の
機
能
そ
の
物
が
*
値 

を
持

4々

热

.マ
貨
幣
に
副
る
ビ

N
r

l
:

價

値

は

着

貨

幣S

.1
I

は
其
の
以
前
ょ
々
有
す
る 

偾
狼
：に

添' *
1

涉
は

;.
%

必
で

.

應
,

0

^

親
: «

貨
幣
に
於
：て

は

唯

-
の
價
値
を
成
す
ど
攻
す

I

で
*

る
。
：
斯
く

 

.て
被
は®

部

價

纂

者

.
&- «
へ
，
ち

る:̂
の
-

あ

：
：
る50
' 

:: 

一:'
:

' 

'

崎
被
來
從
へ
ば
广
珙
名
翁
歡
が
吾
人
に
對
し
次
他
の
對
象
.を
猹
得
し
#
さ
せ
る
.竺

¥

^

t

礎
ず
凝
^

る
:'
^

;^
:至

れ

ば

其

の

價

値

は

 
一

.1
0の
孩

數
-v
'
.即

ち

對

象

が

吾

人k
對

し

て
sf
ら

す

，も

のV
內

容

的

價 

値

^
對

象

が

典.の
：锻

介

を

：

い
k

浓

む
M

i
 

_
實

さ

せ

紅

ょ4
規

宠

る

、

昼

る.
o
而

し

て

一

方

.の

係

數

が

低

下 

;^
世

:&
れ
れ
^

ゼ
す
名
も
々
他
a；
の
係
慨
與
腐
め
ら
;5
"
>乙

操

3

り
て
或
る
限
度
迄
全
體
；の
'®
値
は
pf
>
變
た
る
Z 

其
を
#

石
め
ザ
泳
病
：貨
翁
_

就
5
:
_見

：る

杧

貨

幣

め

可

利

用

性

の

，確

實

性

の

，上

#

に
0:
.れ 

內
葙
的
金
屬
價
値
が
著
し
く
低
下
す
る
^
0
;;̂
.か
も
金
體
腺
値
は
變
化
な
&

を
得
名
の
^
あ
る
。
貨
幣
の
機
]8
が
靳 

次
^
貨
幣
の
»

體
.ょ
^
分
»

す
る
の
倾
向
；.は
.社
會
的
交
互
作
用
め
安
龙
«

殊
.
^
^
^

る
\

も

其

の
f e

果
核
貨
幣
價
値
灶
其
の
機
能
J 
A
y
の
; m
-f
e

が
生
^
な
^

、
，貴
.金
屬
.は
貴
金
屬
ど
し
て
評
價
3

れ
、

其
の
機
猶
は
獨
立
.の
評
檟
を
受
く 
^

M

3

ン
此
め
時
實
體
は
全
べ
®

一
一

 

次

的

地

位

袅

も
、
價
値
感
情
の
彼
方
^
 

海
す
る
：技

術

的

理

由

办

ら

し

：て

の

み

問

題

V

な

處

で

あ

る
®

-〗
〕

。
0

く

、

r

貨

幣

生

成

が「

無

價

货」

に

な

る
Z ̂

;>

效

ず
«

實
#

:2
;:
^

作

几

へ

ゆ

發

達̂

誤

解

せ
'S
S
の

で

あ

るo 

_

_: «

翁

が

饑

能に.：

分

解
3

る

、>J_

さ

、
其

の

機

猶
そ
の
敕
亦
價
値
を
. #
'

ち

、之
に
，よ
6

貨
幣
^.

輩
加
す
る
: «

値
は
，金
屬
貨
#

^

於
て
は
從
前
よ
々
の
價
値
R

添
加
し
、
 

記
號
貨
幣
k

於
て
は
.唯

1
.

の
價
値
を
な
す
®
:で
あ
る
J

S

V

R

W

吾
人
，似
以
上
ジ
ン
メ
ル
の
貨
幣
價
値
本
質
觀
そ
：述
べ
介
る
5:

似
つ
て
次
^

彼
の
數
景
說
の
梗
槪
を
述
べ
る
^

ど
^
 

す
る
。
被
は
次
の
：如
く
論
€'

て
あ
名
.

0
各
«
.
の
貨
物
は
處
理
し
得
べ
含
貨
物
總
量
の
特
定
部
分
な
る
.が
故
^
貨
物
總 

邋
を
れ
飞
呼
ぶ
ぶ
名
^

各
個
0

瞒
品
*

は

么
, ^
1

|
11
1

で
あ
る
。
^

に
各
_

の
«

® /
^

よ
み
制
約
^

れ
る
價
は
、
貨 

幣
識
*

の
中
の
^

れ
^

對
應
す
る
，部

汾

な

、る

を

似

て

、'
貨

1
;
|11
1
で

あ

る

。
，
傲

您.
.ど
ゆ
ど
#
太
さ
3
を
知
.
1、：
#

定
.の
»

象
.が
»

物
總
激
中
の
幾
許
の
.部
分
を
成
す
か
を
知
る 

ど
さ
は
其
の
货
幣
價
格
を
知
^
得
ネ
し
、
.
又

後

溝

か

ら

前

者?:
知

る

こ 

<
も
可
能
で
あ
る
。
普
通
人
が
か

V
る
仕
方 

で
：考

へ
. ?
:

い
：の
.は
^
.及
び
<
:の
變
猶
が
容
為
^

知

覺

は

れ

な

い

：爲
^

、
，
ぉ

及.び
<

は
全
然
自
明
な
る
^

の
^

^
れ
、 

從
つ
て
其
：の
分
母
^
し
て
の
機
能
.が
#

R
意
識
^
机
.ず
、
.個
々
の
揚
合
^
分
子
：の
.み
が
.人
め
注
意
を
惹
く
乙
ど
に
®
 

因

す

る

。
，斯

く

食

該

關

係

.?
:

*
礎
^

け
る
«

»
的
®

素
が
忘
却
さ

れ
、
事
實
上
は
働
く
^
意
識
钠
k

は
働
か
ざ
る
は 

人
：間
の
天
性
-0
1
:特
徵
|:
示
す
も
_の
で
：あ
る
。
故
^

或
る
^

る
の
：推
趟
純
な̂
因
素
0
相
等
性
を
意
味
す
る̂あ
.ら
ず
し
て、
.

：

特
定
0
'經
濟
圈
內
化
於
：け
る
貨
物
總
置
を
分
坶
ビ 

す
^

せ
神
一.
_
^
^於
け
る
貨
幣
灕*
を
分
#
ど
：す.る
.分
擻̂
の
相
等
性>
惫
味
す
'る
の
で
あ
る
。
而
し
て

f t

の
相
！̂

が
定
：立
す
；
^
の
：は*
際
的
难
_
か
ら
貨_
總
量
.ミ
貨
幣«
*
5の
相
等
性
が
定
立
さ.る^
>
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總
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據
そ
知
る
：こ
ぞ
は
出
來
な
：

S
。

彼
は
貨
幣
の
價
値
を
其
の
職
能

.の
價
値
な
々
ビ
し
、
.そ
は
素
材
：ゆ 

.
濟
價
値
ビ
同

j

範
疇
k
屬
し
、
從
つ
て
貨
幣
價
値
の
原
動
カ

^
し
て
個
入
の
貨
幣
汉
對
す
る
評
價
作
用
を
認
む
‘る

も

’ 

.
0で
あ
る.。
：
斯

く

貨

幣

儐

値

の

：根

，
底

を

個

人

の

$

性

な

名

：客

觀

的

現

象
0
論
擧
2:
珞
個
人
經
濟
^
於
；て
求
む
る
.

至̂
る
は
自
然
の
..經
路
：で
あ
る
。
而
し
て
彼
は
個
人
的 

主
觀
的
考
量
に
求
め
た
3
ヒ
信
ぜ
.ら
.る
_、

の
：で

あ

る

。

彼

は

上

揭

.の

如
&
論

述

の

直

後̂
於

て
.次

，
の

如

く

說

明

し

て
 

.あ
る
。
或
る
貨
物
の
價
格
が
其
の
貨
物
ざ
貨
物
の
全
體
^

の
關
係
に
依
賴
す
る
ど
去
ふ
.事
實
は
個
人
經
濟
に
於
い
て 

も
觀
取
し
得
ら
れ
る
。
吾
人
は
相
當
の
對
價
を
受
取
る
^
非
ざ
れ
ば
貨
幣
の
犧
牲
を
提
供
せ
ず
、
か
く
る
犧
牲
の
節 

約
は
積
極
的
利
得
.
考
ベ
ら
れ
，る
。
而
.も
そ
が
利
得
た
る
.は

同i

の
.犠
牲
を
他
の
機
會
ド
於
て
利
用
す
るM

 

が
可 

能
な
る
が
故
で
あ
る
。
.
若
し
も
他
の
用
途
な
し
ど
す
れ
ば
、
要
求
す
るI

.

つ
の
物
に
か
へ
て
自
己
の
所
有
す
る
貨
幣 

.

.全

量

を

與

：
へ

る

こ

V
J

?:
辭
さ
な
い
で
あ
ら
ぅ
。
故
^
價
格
が
相
當
な
ゥ
^
云

ふ

；は

、

人

が

其

の

價

格

?:
支

拂

つ

.た
後 

^

、.
.同
樣
に
欲
望
さ
る
>
他
の
物
を
買
入
れ
得
る
丈
.毛

の

貨

幣

：を

適

常
^
所
有
す
る
乙
ミ
を
意
味
す
る
。
故
に
或
る 

人
が
各
個
の
貨
物
^
對
し
て
支
拂
ふ
貨
幣
が
彼
の
全
收
入
^

比
し
て
相
應
で
あ
る
樣
^

支
出
を
整
へ
次
^
す
れ
ば
、：
 

各
個
：の
對
象
の
爲
め
に
支
狒
ふ
費
用
が
全
經
濟
の
爲
め
に
支
拂
ふ
費
用
に
對
す
る
比
例
を
し
て
、
各
個
の
罾
畠
の
名 

つ
重
要
3
が
被
^

よ
办
龜
_ま
し
べ
且
づ
調
達
し
得
.る
對
象
の
.全
部
の
も
つ
童
要
さ
に
對
す
る
比
例
^
相
等
な
ら
じ
め 

る
事
が
必
要
な
譯
け
で
あ
る
.。「

か
、>

5
個
-
<經
濟
の
樣
式
の
普
ね
く
行
は
れ
る
こ
ど
よ
み
し
て
本
均
價
格
は
確
立
^

れ

る

の

、で

あ

る

々

か

、

る

主

觀

的

考

慮

の

合

成

的

結

果

が

貨

物

總

量

ビ

貨

幣

總

量

<£
の

割

合

(

個

人

：の

總

需

要

量

ど
 

總

貨

幣

所

得

ど

.の
割

合

)

に

よ

o
支

.配

さ

る

、
貨

物

V
」

價

袼

V
J

の

客

觀

的

關

係

を

發

生

せ

し

む

る

の

で

あ

る

し

ハ

註

ニ
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以
上
の
翁
述
に
よ
6
明
白
な
る
が
如
く
、
：
ジ
：ン
ヾ
メ
\
は
极
の
機
槭
的
甚
礎
ビ
し
て
個
人
の
主
#

的
心
：理
過
程
を
以
て 

す
る
の
で
あ
る
0.
此
の
事
は
彼
の
•貨
幣
價
値
本
質
觀
及
び
經
濟
價
値
本
質
觀
よ
ぅ
す
る
當
然
の
歸
結
で
あ
る
が
、
？
，
 

れ
は
次
節
^
於
て
述
ぶ
る
が
如
く
多
く
の
職
値
價
値
論
者
の
採
ら
ん
ど
ず
る
見
地
で
あ
る
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.
第

四

：
節

'

前
段
に
於
て
貨
幣
數
量
說
の
ニ
類
型
を
考
察
し
圮
る
吾
人
ば
次
忙
其
の
兹
礎
づ
け
を
考
究
す
べ
さ
順
序
^
あ

る

。
 

前
^
せ

る

が
如
く
貨
幣
本
質
觀
^

於
て
職
能
價
値
學
說
を
採
用
す
る
限
气
其
の
某
礎
付
け
^
し
て
は
個
人
の
評
|
3
: 

の

心

理

的

經

過

を

以

つ

，て

す

る

の

方

法

に

據

る

を

以

つ

て

S

然

，

W

す

る

。

素

ょ6
此

の

問

題

は

將

來

に
殘

さ

れ

た

る 

猫

題
^
し

て

难
^
斷

案

を

下

す乙

ビ
は
，不

可

能

な̂
\

雖̂
;^
、
其
.の
.進

路
5:
示

唆

す

る‘も
の
、ヒ
し
て 

主
觀
的
貨
幣
僧
値
論
者
た
る

ツ
.グ
ィ

ー

デ

ィ

ネ

ッ

ク

、

グ

r
ザ

ー

、
：
グ

r
イ
ス
、
ミ
，
セ
ス
、

.
ア
.
フ

タ

タ

：オ

ゾ

等

の

ぅ

ら

、
 

グ
ィ
ザ
ー
並
び
R

ミ
ゼ
ス
の
所
說
の
梗
騰
を
摘
記
ず
る

，。
-

.

:

:

：

へ
：:
■
ゾ 

ウ
イ
ザ

ー
は
職
能
價
値
論
者
で
あ

る

ル

日
<:
:「

貨
幣
は
貨
幣
形
態
.に
於
'て
：は
.役
立
た
な
：い
が
、其
の
交
換
能

力

に

ょ 

>

9

多
く
の
實
質
的
價
値(

財)

^

對
ず
る
耍
求
權
ど
典
ふ
る
も

の
で
あ
る
J

& 

. 
一
 
0

.「

貨
價
職
能
が
.

一 ,,

層
發
筻
し
.て
大
最

丨

，
1-
て

丨 
一

：

-
 ̂

=
- 

-

rf
t

殊
！
！

獨
立
の
貨
幣
形
態
ど
同
時
妃
獨
立
の
貨
幣
價
値
が
發
逄
す
る
。/
而
し
て
質
幣
素
»

の
使
用
形
態
ビ
.共
に
其
の
使
明
價 

値
も
亦
貨
幣
職
能
k
於
て
#

罾
^
.か

く

れ

，る

も

の

で

あ

る

し

@
 
一
 
一0: 

flf
w .
の
交
換
偾
値
は
貨
幣
於
交
換
R
際
し
て
實 

_

慣
値
ど

.
換
へV

交
附
■せ

S
る

、
限
：ヶ
^

於
て
、
«

交
換
の
中
^
於
て
：の
み
形
成
せ
.ら
れ
る」

(
璧

> 

V
。

彼
は
貨 

幣

の
.職
能
を
如
何
は
解
す
る
か
。
彼
は
会
て
め
食
幣
職
能
は
交
柳
系

段
な
る
^

»

の
ぅ
ち
に
.包

含

さ

れ

る

、
€

說

く

。 

支
拂
手
段
に
は
對
偾
支
拂
手
段
^
讓
渡
支
拂
手
段
ど
が
あ
る
が
、「

譲
渡
支
.柳
に
於
て
盡
す
貨
幣
職
能
は
交
換
價
値
に 

傭
等
0:
影
# '
欹
及
じ
得
ず
し
て
、
交
換
_

の
：大
さ
さ
を
決
定
.す
る
も
0 ,
ぼ

對

儐

支

：拂

學

段

ゼ

あ

る

1_
'

'

^

斯

く

職
 

能
價
値
學
節
を
_

け
な
彼
a
貨
.幣
低
値
呤
決
定
^
貨
幣
素
林
ゆ
限
界
効
用
_

求

岭

る

金

屬

主

義

的

見

：解

に

：到
.達

し

な

彼
は
貨
幣
價
値
を
分
ち
て
三
個
：の
.形
文w

な
し
な
？
第

|
は
'個
別
經
腾
的
欢
至
.個
人
魄
资
換
懷
値
^

^
て
、
»'
き 

勘
彼
が
個
別
晚
主
體
妃
»

し
て
持
.ち
其
の
腺
#

狀
態
欲
#

狀
態
に
ょ
6

異
る
：M
«:
:
fc
b

觀
的
：.交
■

債

値
に
' し
で
貨

幣

®

位
が
國
段
■

嫌

に

於
て
 

一
^

# :

1

«

ゆ

.
如
何
に
..應

じ

：て

示

，す

効

用

^

し

て

.、'第
三
 

は

亂
—

經
的
圭
躲
交
換
愼
値
ゅ
し
で
貨
幣
車
位
於
國
氣
經
濟
化
於
セ
ー
般
徵
格
平
準
幺
寒
磷
^
し
七
&
會
吵
平
均 

的

欲

望

括

對

レ

て

：

.も
0:
効

用

：で.あ
る
&

$
。
砥
し
て
缑
マ
を
纖
三
’迄
ゆ
虫
»

敗

交

囊

値

は

，限
界
効
厢
化
扼
上
も
の 

$

ざ

%

、，
：客
觀
.的
.交
換
傲
値
は
直
接
限
.界
効
用
^

#
は

な

い

；
0「

客
«

_
貨
幣
«
値
^
:
#有
^

る

法

則

^

_

値

論
 

乃

看

糌

論

は

：吾

人
^
敎
：へ
る
も
贫
は
出
來
;5
:
:い
。"——

憤
格
論
ば
個
.々

.の
價
格
が
相
互
：に
立
令 

に
敎
：4
る
％

1

'騰
物
價
‘平

準

め

絕

對

的

高#
は
あ
ら
ゆ
る
個
別
®

1:
:
構
成
要
素
ヒ
し
ギ
共
働
ず
，
 

る
客
觀
的
貨
幣
値
條
©
大
き
さ
：が
何
f

 
6

て
基
礎
づ
け
ら
る
：
> や

を

貨

幣

现

論

が

：闡

明

す

る

乙

€

に

ょ

ら

始め
て
 

, 

.

,

®

1
卞

艽

弩

C

念

：
-

:

貨

幣

數

敖

說

v

货

紙

本

質

觀

v

s

il
l
l
晛
 

5

蹲

八

七

：
.
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第
二
十
五
卷(

<
八)

貨
幣
鍪
說
甚
幣
本
實
觀
^
の
論
神
的
關
係 

v
-
g 

‘
、

现
解
3
れ
る
0
セ
：あ
る」

£
六
：
>
:

斯
く
て
彼
は
誊
利
S

織

袅

て

其

の

職
能
を
盡
す
碁
的
儐
値
の
：價

格

接
 

儐
格
'か
I

I

灵

る

S

ふ
の
I

格
論
に
於
け
る
根
本
的
命
題
の
一
基
す
見
解
I

用
し
て
、
貨
幣
の
^
 

樹
的
交
換
値
は
象
計
.货
け
る
偾
値
か
ら
愛
く
る
：ど
な
し
、「

貨
幣
珣
_

は
貨
幣
め
客
« :
的
交
換
價
値
|の

構

成

葡

を 

次

の

ダ

.&
衔
^

な
み
^
態
に
於
て
把
搌
す
。
即
ち
客
觀
的
貨
幣
價
値
は
寒
許
の
貨
幣
所
得
が
之
を
用
认
で
獲
得
せ
.ら 

る
：所
の
實
質
的
所
得
に
對
し
て
立
つ
割
合
に
'ょ

義

定

さ

れ

な」

.

(

註
.七〉

，■

い
て
'ゐ
る
。ノ
玆
に
言
ふ
實
質
.的
所
.辱 

■
S

は
所
含
形
を
ど
れ
る
財
貨
數
量
.、
'貨
幣
雕
得
ど
は
■

の
碧
ど
れ
を
貨
幣
數 

斯
く
解
す
る
時
は
.、
貨
幣
數
量
說
の
商
.品
總
—

貨
幣
總
？

.の
對
立
.を
所
#.
:
の

形

|

の
數
f

め
S

:芸

し
た
の
で
あ
る
.。
：
シ
ュ
ン
ぺ
丨
タ
丨
の
所
德
說
が
國
民
經
濟
£

け
る
貨
幣
所
得
备
費
財 

ど
の
§.
立
を
#
极

ふ

に

释

し個
人
の
：！̂
費
#

濟
R
於
け
る
貨
幣
數
量
^
消
費
財
ど
の
對
立
を取
扱
へ
る
も
の
k

し 

て

M

れ
彼
を
以
て
主
觀
的
な
る
貨
幣
數
量
說
ビ
稱
す
る
所
以
で
あ
る
。
：，
而
し
て彼
の
貨
幣
所
得
な
：る
旣
含
ょ
既
こ 

.

貨
幣
價
値
を
前
提
連
す
も
の
•で
あ
：る
が
、
彼
は
之
_

ふ
る
紀 

岑
か
如.

く
で
あ
备;9

へ
; /
'
.

ミ
|

ゼ
ス
も
亦
ゥ
.ィ
今
I

ど
同
じ
く
職
能
價
値
學
說
を
懷
：く
も
の
で
あ
る
？
日

く

、

「

貨
幣
は
貨
幣
職
能
開
始
の
.# 

間
S

て
は
貨
幣
職
能
S

し
雛
备
幣
職
能
以
外
の
貭
因
に
I

客

観

的

產

價

値

を
.旣

袅

す

る

^
^
^

で
あ
る0

然
し
貨
幣
が
貨
幣£

て
の
職
能I

す
や
、
其
の
交
換
價
値

S

礎

た

る

爵

が

消

失

す
f

貨
幣

®

 

!

丨
.す
I

I

I

値
? :
®

有
す
る
：こ
ど
.が
出
來
るo
此
の
場
合
貨
幣
價
値
は
全
然
ザ
般
的
交
換
亊段
ピ

し

て
の

よ

6

#

#

ォ
> 0

る

、
も
の
で
あ
る」

(

註
o
: 
i 

'彼、の
貨
幣
價
値
論
は
此
の
職
能
價
値
學
說
ざ
虫
觀
的
價
値
論W

の
.：結
合
ょ
6
生
誕
 

し
た
の
で
あ
る
。

:

.■
貨
幣
^
於
て
も
其
の
經
濟
的
價
値
判
斷
の
根
底
：を
な
す
も
の
は
個
人
^

依
6

て
.な
^
る

>:所
の
主
觀
的
評
價
で
あ 

る
o.

此
の
主
觀
的
評
價
は
他
の
s

k

於
て
は
そ
が
主
體
の
福
祉
S

し
て
木
可
贼
の
條
件
ヾ」

し
て
有
す
る
重
要
S 

k
歸
せ
&

る

、
ど
同
じ
く
、
主
體
の
福
祉
に
對
し
て
貨
幣
の
有
す
る
重
要
^

k
歸
せ
ら
る
る
も
の
で
あ
る
。
唯
一
般 

財

貨

の

：
效

用

は
.經
濟
的
.龜

疇

以

外

：
の.寧
ろ
技
術
的
又
は
心
理
的
な
る
.條
件
に
依
賴
す
る
に
.反
し
、：
貨
幣
の
主
«
的
價 

値
は
客
觀
的
交
換
價
値
即
ち
購
實
カ
を
前
提
ど
す
る
も
の
^

し
て
、
交
換
場
裡
汶
於
て
そ
れ
€
引
換
へ
て
他
の
經
濟 

財
を
獲
得
し
得
るN

/
ビ

の
可
能
性
^

依
賴
す

る
も
の
で
あ
る
。

.故
^

市
揚
紀
於
け
る
商
品
^
貨
幣
ヒ
の
交
換
關
係
は
後
の
貨
幣
の
評
«

^

»
す
る
出
發
點
で
あ
る
。

「

過
去
の
客
觀 

的
交
換
價
値
は
現
在
並
^
未
來
^
於

け

る

貨

幣

評

價

：の
：時

^

或
る
重
.要
さ
を
有
ず
る
名
の
で
あ
る
。
即
ち
今
日
の
貨 

幣
價
格
は
昨
日
並
に一

昨
日
の
貨
幣
價
格
^

關
連
し
、
且
明
日
並
^

明
後
日
の
貨
幣
價
格
，に
相
關
連
す
る
も
の
で
あ 

る」

S

九
V

斯
く
彼
は
タ
ィ
ザ
！

ど
同
じ
く
貨
幣
の
主
觀
的
評
價
は
貨
幣
の
客
觀
的
偾
値
を
出
發
®

V」

し
つ 

>
、
更
ド 

爾
後
の
客
觀
的
價
値
を
作
成
し
行
く
、/

J

な
すt

P

の
で
あ
る
。
.
'

然
ら
ば
彼
ば
貨
被
の
主
觀
的
評
價
が
貨
幣
價
値
を
作
成
し
行
く
經
過
を
如
何
忆
說
明
す
0:か
'
0

.

彼
は
貨
幣
の
客
觀
的
交
換
價
値
決
定
は
貨
幣
の
需
要
の
變
化
ど
存
在
量
の
變
化
^
の
關
係

^
求
む
べ
し

^
雖
、
國 

民
經
濟：

的
な
る

需
要
並
k

供
給
の
觀
念
、
換
言
す
れ
ば
客
観
的
な
る
も
の
ょ
.
0出
發
す
る
は
誤
謬
^

し

て

、
.
個

人

經 

濟
の
現
象
を
出
發
點
名
な
す
ベ
さ
で
あ
る
ど
‘說
く

。

「

若
し
吾
人
.に

し

.て

芷

し

き

結

果
^

到

達

せ

ん̂

せ
ば
個
々
の
個 

第
二
十
五
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八
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貨
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貨
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本
質
觀W

の
論
理
的
關
係 

第
マ
號 

八
九
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第
！

I

十

五

卷(

九
0

〕

.

貨
幣
數
最
說

W

货
幣
本
質
觀

W

の
論
理
的
關
.係
 

飨
一
双 

九
P

人

的

價

値

評

價'ょ
4

出

發

ず

べ

会.で

あ
る」

(

課「

：1
〇)

^

し

、，長

經

濟

の

：貨

幣

存

在
«

の
：
增

加

：
は

一

-
-常
^

多
數
の
經
濟
主
體
，の
«

幣
所
有
高
の
增
加
で
あ
る
。
此
の
人
々
に
於
て
は 

貨
幣
需
要
^
貨
幣
存
在
量
を
の
.關
係
は
慶
化
す

5:
。
.即
ぢ
彼
等
は
相
對
的
^

は
貨
幣
を
佘
分
に
所
有
し
、
，相
對
的

 ̂

..■は
^

レ
ぎ
濟
段
.

^

0い
.て
1
^
7足
?:
.
し
.て
ゐ
る
.狀
態
で
：あ

る

.0
此
.
.の
兩
«
情
の
.直
接
結
果
は
、：.彼
^

對
す
る
.貨
幣
^
位 

.
の
限
界
效
用
の
低
下
で
.あ
备
。
.
そ
は
市
場
忙
於
け
石
行
動
^
影
響
す
る
。
：彼
は
一
.層
交
換
可
能
性
を
增
し
、
購
買
カ 

?:
增
す
t
 
€

、

な
4

、

市

場

に

於

て

彼

の

必

：要

ど

す

る

對

象

物

に

對

す

る

，需

寒

を

以

前

ょ

.々

も
4
.層
强
’く
表
現
す
る 

k
違
なS

。 -

彼
は
被
の
取
得
せ
ん
ミ
欲
す
る
瓶
品
に
對
し
て
ょ
办
多
ぐ
の
貨
幣
を
提
供
し
得
る
が
ら
で
あ
る
.。
其
の
，
 

當

然

の

結

果

：は

其
0

商

品

の

：偾

格

は]»
貴

し

從

つ

：て

貨

幣

の

客

観

的

.交
換
價
値
は
そ
の
商
品
に
：對
し
て
下
落
す
气 

然
し
市
場
^
於
け
る
價
格
の
騰
貴
は
新
な
る
貨
幣
の
へ
最
初
の
所
有
者
の
欲
し
た
る
商
ロ
这
の
み
限
讀
岑
れ
て
居
な
：
 

い
。
1其
の
商
品
を
市
場
に
潇
せ
る
人
は
'彼
の
所
得
の
增
加
。
即
ち
其
の
貨
幣
存
在
量
の
相
對
的
增
加
を
知
々
、
彼
に 

於
て
i

w
び
被
..の
欲
す
る
商
品
k

對
し
て1

層
，强
さ
需
要
漭
e
し
て
現
は
れ

、:

其
の
結
果
其
の
商
.品
の
價
格
は
騰
曼 

す
る
：.。
斯

く

て

儐

袼

騰

貴

は
*

次
：膦
大
し
て
遂

k

す
べ
^
の
商
品
が
.强

：弱
の
^

^
 

、

迄

續

く
 

の
で
あ
る」

(

註
.ニ

)

。 

：

.

、斯
ぐ
彼
は
限
界
效
用
說
t
披
用
し'、
貨
幣
增«
の
魏
價
紀
及
ず
：影
|
|
1
*
主
觀
主
義
的̂
:說
明
し
、
從
來
：の
數
量
說
が 

貨
幣
數
量
ど
物
價
平
準
^
の
關
係^
客
觀
的
^
直
接
的
|に
論
ず
る
乙̂

ょ̂
务
生
ず
る
機
槭
的.說
明
^

*
其
の
：
 

經
過
を
示
すi

R
ょ
6
甚
礎
つ
け
を
與.へ
た
の
で
あ
る
。
貨
幣
數
量
說

^
主
觀
主
義
的
說
明
を
加
へ
.
た
る
は
其
の 

是
非
は
別S
し
ヤ
拍
^
新
生
而
を
開
拓
し
た
る
も
.の
：で
あ
る
：。
勿
論
其
.ば
鞔
^
限
#:
^
^
»哎
^̂
^̂

ラ

ス

-)
^

み

た

5 ;

所
^

し

で
'̂

ソ
^

フ
こ
ス
は̂

^
が
*

燃

同」

^
ば

て

、
費

個

*:
*

燴

加

す

る

が

又

比

苹

許

所

有

の

準 

»

頟
が
.威
>

す
る
嗽
は
、
ぢ
れ
に
比
例
し
て
物
價
は
臟
貴
し
、'
貨
幣
齪
最
減
也
ず
る
か
叉
は
手
許
所
有
の
举
備
額
が 

&

JI
I
す
る
時
は
、
を
れ
に
比
例
レ
て
：物
價
は
下
落
す
る
で
‘

ら
ぅ
。
此
0

法
則
は
價
値
は
效
用
增
大
す
'る
.時

は

|

加 

レ
救
最
增
大
す
る
.時
は
■

少
す
る
て
ふ
S

S

幣
i

用
し
た
の
で
|

」

§

さ

.篇
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*

說
に
»

動
る
'讀
職
附
け
の
栽
識
的
.企
圖
比
迤
づ
<

ィ
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指
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励
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べ
&
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ぁ

ら
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,「

號

ゑ

こ

,

第

.五

節

:

入̂
は
前
段
諸-@
^
於
て
貨
幣
數
量
說.ニ
類
型
の.各
々
.の
貨
幣
本
質
觀̂
の
關
係
を
考
究
し
、
素
材
價
値
學
說
は 

數
量
說
I

然
相
容
れU

、
職
能
價
値
學
說
ば
需
要
供
給
の
法

f

論
望
上
相
合
致
す
れ.C
機
械
的
數
量 

說
^
の
隹
合
^
困
雛
あ
る
こ
ビ
、
職
能
價
値
學
說
論
者
は
傭
景
說
の
甚
礎
附
け
ど
な
す

^
參
く
主«
的
貨
«
價
値
論 

'

を

取

？

：
す
る
：
の

傾

向

あ

i
'名

邏

し

た

。.右
^
^
^

M

け.
V

な

す
k
は

幾

多

の

論

吉

疑

問

が

あ

る

。
.そ
れ
、K
i
.拘

ら

ず

旣

：述

せ

る

が

如

く

兩

者

の

結

，̂

多

く

の

能 

能
偾
値
論
者
の
企
割
す
るf

N
f

ろ
で
あ
る
。

;

'

菩
人
は
之
^
對
し
て
斷
定
的
論
評
を
下
す
こ
ご
は
出
來
な
い
が
’
少
く
ど
も
次
の
事
は
言
ひ
得
る
。
機
械
的
數
量 

說
の
某
礎
附
けW

す
る
に
主
觀
的
貨
幣
價
値
論
を
以
つ
て
す
る

乙
ど
は
、
'機
械
的
數
量
說
の
特
徵
を
失
は
し
む
る

も 

の
で
あ
々
.
從
つ
て
貨
幣
數
量
說
な
る
名
齡
の
存
在
の
意
義
の
大
半
ど
失
は
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
其
の
純
客
觀
的 

な
る
觀
察
方
法
ど
比
例
的
變
動
の
主
張
ど
は(

其
の
正
否
は
別
ど
し
て〕

貨
龄
數
量
說
な
る
名
辭
を
荽
求
す
る
所
以
で 

.あ

る

此

の

！
を
失
ふ
時
、
貨
盤
數
量
說
な
る
名
辭
を
存
續
せ
し
ひ
る
の
必
要
は
な
い
で
あ

ら

ぅ

0 

然
ら
ば
數
量
說
第
二
の
類
型
は
其
の
特
徴
を
保
持
し
つ
、
合
理
的
■

附
け
を
獲
得
す
る
こ
V
Cは
可
能
で
あ
ら
ぅ 

か

吾

人

の

F
ノ 
#
に
ょ
れ
、ば
#
|1
學
說
は
第
ー
ー
‘の
類
型
ど
.最
も
2'
く
一 

致
し
、
前
者
は
後
者
^
對
し
て
甚
礎
附
け
を 

與

ふ

る

も

の

で

あ

る

。
：
第
一

,
&機
械
的
數
量
說
.の
流
通
現
象
的
觀
察
方
法
は
指
圖
學
說
の
共
同
經
濟
の
槪
念
並
び
^
 

#

會
生
资
#

の
概
念
に
.ょ
A
V論
據
を
與
へ
ら
れ
安
定
す
る
。
第
一
1
£
其
の
全
構
造
の
土
臺
化
る
貨
物
總
量
ざ
貨
幣
總 

嵐
ど
の
相
等
關
係
は
指
圖
學
說
の
如
く
貨
幣
.の
.本
質
を
以
つ
て
財
貨I

般
に
對
ず
る
指
圖
權
な

A
s解
す
る

i

sに

ょ
6

說
明
す
る
乙
ヒ
が
出
來
る
。
浓
一
ー
1
^
指
圖
學
說
の
如
く
貨
幣
は
評
價
の
對
象
穴
ら
ず
ど
解
’

る
乙
ビ
に
ょ
6

垂 

然
貨
幣
價
値(

貨
幣
の
購
買
力 

>變
動
を
客
觀
的
^

說
明
す
る
見
地
が
擁
護
さ
れ
る
。

シ 

'
'
ン

ぺ

ー

タ

ー

が

指

圖

學

說 

ビ
數
最
說V

J

は
決
し
て
相
對
立
す
る

二
つ
の
貨
幣
理
論
で
は
な

く

、

數
量
說
の
根
本
觀
念
は
單
k

指
圖
說
ど
調
和
す 

る
の
み
な
ら
ず
深
&

某
礎
附
け
S
し
て
是
非
^

れ
を
必
要
S

す

る

も
の
な
る
を
說
け
る
は

至
當
で
あ
るC

註
じ

。

吾

人
 

は
以
下
べ
ン
デ
ク
セ
ン
、

エ
ル
ス
タ
ー
を
通
じ
て
指
圖
學
說
の
梗
槪
?:
窺
a

?
次
に
シ
"'
ベ
'丨
タ
！
の
指
圖
學
說
R 

裳
く
機
械
的
數
量
說(

所
得
說)

を
說
か
ん
^
する。；

ぺ
：

 

'

指
圖
學
說
に
於
け
る
園
體
經
濟
な
る
名
辭
は
交
換
經
濟
R
對
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
從
來
の
經
濟
學
は
經
濟
の
本 

質
を
決
定
す
る
^

當
ぅ
經
濟
發
展
の
初
期
に
現
れ
た
る
交
換
な
さ
家
族
經
濟
の
思
想
ょ
ぅ
出
發
し
て
、
其
の
後
の
發 

M

を
硏
究
し
、
近
世
經
濟
の
根
據
を
も
當
初
の
交
換
行
爲
の
ぅ
ち
^
求
め
ん
^
す
る
。
從
つ
て
貨
幣
理
論
^
亦
如
何 

に
し
て
或
る
財
が
貨
幣
ミ
な
つ
た
か
て
ふ
貨
幣
の
，成
立
.、：.並
び
：に
貨
幣
の
.：發
展
を
說
け
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
^
指 

圖
學
說
は
貨
幣
經
濟
社
會
在
る
今
日
の
經
濟
社
會
は
永
き
發
達
の
過
程
を
.經
て
初
め
で
，成
立
し
た
る
^

は
：相
違
な
さ 

も

、
。
今

日

の.貨
幣
經
濟
を
以
つV

以
前
の
.交
換
經
濟
の
高
次
：の
V
I種
：に
外
ら
ず
？
賣
買
は
單
R
貨
幣
を
#

介

^
す
る 

交
換
に
過
ぎ
ず
ど
な

す

は

發

展

中

に

於

，け

る

變

■化
を
看
過
し
セ
‘
.
謬̂
見
€

な
す
0
で
：あ
る
。
而
し
：て
彼
等
は
第一

ド
 

今
日
.の
貨
幣
經
濟
は
園
.體
經
濟
で
あ
る
乙
ど
を
力
說
す
る
名
の
で
あ
る
。
：ベ
：

X
'

デ
：ク
セ
ン
：は
之
を
生
產
團
體
：{
>
0
& 

kti5
8
g
e
m
e
i
n
s
c
h
a
f
o

及
び
消
費
團
體 t

k
o
n
s
u
m
g
e
m
e
i
n
s
c
h
a
s
^

 

へ
ば
今
日
の 

經
濟
社
會
の
特
質
芩
し
て
普
通
分
業
ビ
財
の
凌
易
を
擧
ぐ
る
も
^
分
業
^
は
技
術
的
槪
念
で
あ
气
財
の
交
易
は
附 

隨

的

な

る

：
こ'w
k
し

て
：、：
.從
つ
ぺ
て
，
之

等

を

以

つ

：

■て
.最
も
_顯
著
な
る
.特
質
ど
攻
す
^
^ :

は
出
來
な
い

:0
生
產
の
方
面
で 

贺
1
1十
'五
-#
ハ
九
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货
幣
數
遒
說
ミ
貨
幣
本
質
觀
I

論
理
：的
關
係
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第
5

九
J

は
•

ン
今
日
各
人
は
自
己
の
欲
望
を
問
は
ず
歌
ら
他
人
の
ー

^

れ
を
肖
標̂

し
フ
恰
も
凡
^
の
人
が
凡
て
の
人
の
爲
べ
働 

ぐ
の
趣
を
呈
：お

消

費

：の

.

方

：面

た

於

て

ば

，凡

.て

文

の

爲

の

生

產
>

*

尚

體

を

通

じ

；て
へ
の
：
：消

費

之

が

貨

幣

經

 

次
蜱
干
ル
ス
ター
k -

:

K

:

:へ
ず
、
令 

1

經
濟
は
生
鐵
消
費I

面
S

S

同
體

I

す
|

|

ず
ぺ

_

も
の
で
あ
る
。
：
共
同
體
鬆
同
體
の
■

生
：產
¥

汶
分
配1 >

夺

け

れ

ば

激

ら

ぬ

々

生

繁

：び
消
費
共
同
體

'

は
自
ら
分
酡
共
同
體
ど
相

#

5

為

％:

，
分
配
共
同
體：|

 

.

共
s

i

倉

し
s

p

:

.

:

s

養

主

義

的

又

は

社

會

產

的

共

同
^

^

も
、
；
支
拂
？
■

分
配
を
統.

制

音

所

此

今

日

办

貨

幣

經
»

の

特

徵

が

存

管.

の

涛

あ

る

碧3

^

^

ザ
ー
m
-

其̂：

の
^

象
ブ
名
祉
會
生
產
物
:̂
就

さ

次

の

如:<
'
-說
X

.'
°
社

會

生

產

物

V
J

は

貨

幣

經

濟

：
v

て
^

,

«

濟

は
ィ
る
I

乙
れ
を
®

會
生
產
物V

J

呼
ぶ
は
其
等
.
©
簾

用

が

人

類

全
'體
化
ょ
夕
人
頰
全
體
の
爲
め
^
調
達
せ 

ら
れ
一
貨
濟
X

弓
.猶
k

r

o渡
^

る
>

、/」

沄

. ^

事
實
k

着
眼
.し
た
る
■場
合
で
あ
、タ
、
消
®

資
源
$

ぶ
ょ
其
の
流
既
げ 

d

經
濟
I

の

着

の

翁

的

物
^
 

I

I

れ
を
：消
費
せ
んw

:

欲
I

入
々
は
其
の
提
供
者
か
ら
貨
f

引

換

隻
 

〜

得
る
g

l

l
事
實
馨
眼
し
た
る
揚
合
で
あ
る
.。，：：故
_

體
經
濟
的
S

麗

通

過
I

於
I

の
I

ビ
拉 

I

f

凡
て
の
I

は
例
外
？

I

生
8

駕

I

I

の
2

;

又
消
费
資
源
I

造
f

 

f

v

办

垂

：指
歸
學
說
.の
前
提
客
す
ニ
つ
の
槪
念
S

槭
的
數
巖
說
の
經
濟
社
會
£

け
る
流
1

過
程
i

賢 

n r
f

瞰
w

 

J

«

ぎ
す
，る
の
態
度
汉
對

3

で
，

.

說
明
を
與
ふ§■

も
ゆ
に
じ
て
之

^

t

力
て
其
の
見
地
は

^

遽
を

i

:
得

す̂

^

*
^ -

ぅ
：：0

ゾ

ン 

'.一
■

:;
'
，
一

,

へ
：
. 

；.；.'
.
:'v
;
.
:
;

」
v
:
v
:
l

'
v
;

:
.次
^

貨
物
總
量
^

對
し
て
貨
翁
總
邋
が
相
等
め
顧
係
汶
汝
つ
，0
迦
:̂
相
_

學
說
め
嘴
幣
本
質
»

^
ょ
6
:說
叨
し
#
 

名
#

あ
.も
5

0,
.
:

:

ネ\

 

3 .

タ
讣
は
«
|
:の
本
®
^
.し
^
、
：；

一
 
ド

社
會
生
齑
物
^

對
ず
る
參
加
可
能
幽
、
' 笫
ー1、

社
會
生
. 

產
物
te
對
す
夺
參
加
手
段
、
.館
四
、.
社
會
隹
現
物
^

對
す
る
參
加
_

度
な
る
：ー1
1
_の
槪
念
を
說
い
て
ゐ
.るc

註
$
。
第 

'の
_

念

は

貨

幣

：：の

杣

象

的

.概
念
ヒ
も
糨
す
べ
き
も
：の
で
：チ
ル
ス
次
.丨
の
«

#
觀
の
中
心
を
な
し
、「
社
會
生
齑
物
に 

對
す
'5
參

加

可

能

性

：は

共

同

體

か

&

其

：の

組

成

員̂
彼
が
社
會
生
產
物
の
構
成
に
寄
與
し
た
る
^
對
し
て
與
へ
ら
る 

、
報
酬
で
あ
る
|_
8

六
タ
：
而

し

て.第
ブ
|

^
概
^
 ̂

。
.支

柳

^
は
土
 

\

ス
ター

に

V」
6
 ̂

て
は
社
會
的
生
*

物
紀
對
す
る
參
加
可
雜
性
を
移
轉
す
る
こ
<£
:で
あ
办
。
：參
加
.手
段
又
は
：支
拂
手
：段

ゼ

は「

祉
會
的 

生
產
物
^:
對
す
る
參
加
可
能
性
を
移
轉
す
,;
5
爲
め
R
用
a
ら
る
：、
對
象J:

で
あ
る
V、
: M
も
て
a
 

,有
ゆ
.る
參
加
.可
能
性
は
_を
?:
猶
保
.す
^

手
.避
ぜ
結
合
す
る
^
非
ざ
れ
ば
現
象
.：：の
上
^
出

で

な
lr

。
他
方
社
會
的
生
産 

物
に
參
加
す
.る

手

段

は

此

：の

參

加
^
.對

ず

る

可

能

性

を

，そ

れ

自
.6
>
の
肉
に
抱
合
し
、
從
づ
て
手
段 
>」

共
に
可
能
性
は 

成

立

し

消

滅

す

る

。

故

吟

ぜ

方

め

存

在

は

常

化

他

方

：：の

#

^
を
制
約
1>
、
經
濟
的
事
實
の
地
上
.の
世
界
k
於
て
は
兩 

概
念
ば
同
1

の
も
の
«

る
如
ズ
相
互
に
：區
別
な
：ぺ
使
用
^
.れ
る
：9
:斯
ぐ
解
す
る
時
？

一
 

國
^
於
け
る
貨
幣
總
量
は
社 

會
生
.產
物
紀
對
す
各
參
加
手
段
の
總
量
に
し
'て
、
：從
^

て
社
會
生
«
物
總
貴
ビ
相
等
關
係
^
立
：つ
も
の
_で
あ
る
。
而 

し
..て
社
會
的
生
産
物
は
流
.通
過
程
^

あ
石
商
品
總
量
で
あ
る
ビ
見
f
rる
V
故
^
?
.
,
|
國
k

於
け
る
貨
%
總
*
、、

」

相
等 

し
せ
斷
定
1*
る
^

'̂
が
出
.來
^'
0

'

:
ノ
：
'
.
:
'ゾ」

:

.

.次
^
:
¥ル
：ス
タ
ーR
從
へ
：ば
自
己
經
濟
ば

(

主
«
的〕

價
値
：或
は
効
用
費
用
'2:
支
配
す
名̂
對

し

て

、
'
共

同

經
濟
は

第
二
十
五
卷

c

九
五〕

貨幣數量說

.
'

奚
幣
本
質
觀

>

/

の論
.

理的：關係
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锒H

十

艽

脊C

九

：
六〉

锭

幣

數

贵

，說

セ

貨

幣

本

質

.觀w

の

論

理

的

關

係

 

笫

一

號 

九

六

(
客
觀
的
？
數
或
は
偾
格
^

支
配
す
る
。
：：價
値
、：

効
用

、:
費
用一

等
0

諸
^

經
濟
fc
-
說

明

す

る

乙

出

來

な

い

。
蓋
し
主
觀
的
感
覺
ヒ
し
て
の
價
値
ょ
气
客
觀
的
數
的
表
現
ビ
し
て
の
偾
格 

.

R

導
ぐ
ベ
客
橋
梁
は
全
：ぐ
存
在
し
：

5

い
：
か

ら

で

あ

：
る

8

七V

:

經
濟
學
の.

通
.

說
は
貨
幣
經
濟
を
以
つ
て
交
換
經
濟
な

6

 

‘ 

め

考
.

へ
メ«

幣
を
以
てi

の
交

.

換
財
攻6

ど
考
ふ
る
故^

ノ.

交
換
理
論
は
寶
買
、：

_

ち̂
^

て
も
適
用
せ
ら
る
、
も
の
ミ
考
へ
：
る
：デ
然
し
會
事
者
の
心
现
的
過
程
は
交
換
の
場
合
ど
寶
買
の
場
合
ミ
に
於
て
.全
然 

. 

相
異
る
も
の
で
あ
る
。
交
換
に
際
し
セ

.

當
事
者
の»

價
作
用'

,

の
行
は
る
、
：範
圍
は
左
：

.

の
通
办
で
あ
る
。',

厶

、
.他
の
財
の
獲
得
の
目
的
を
以
ズ
提
供
せ
：ら
る
：く
財
の
使
用
價
値
の
評
價
0

:

獲
得
せ
ん
ミ
欲
す
名
財
の
使
用
價
値
の
評
價
メ
, 

ノ
：

.

.
/三
、
：其
0
:欲
す
る
財
を
獲
得
す
る
爲
に
提
供
し
得
べ
$

凡
ゆ
る
他
の
財
：の
使
用
價
^
^

四
、「

其
の
欲
す
る
財
の
代
々
ど
しV

或
は
.獲
得
す
ベ
会
か
：

V」

考
へ
ら
る
、
凡
ゆ
る
他
の
財
の
使
用
價
値
の
評
價
。
 

然
る
に
：寶
買
k
際
し
て
買
手
が
其
の
提
供
.す
：ベ
&
貨
幣
k
關

し

て

考

ふ

：る

ど

て
.ろ
を
見
る
奴
其
は
.

:
1

、
其
の
欲
す
る
財
を
觅

^

少
さ
貨
幣
額
を
以
セ
獲
得
し
得
る
か
ざ
ぅ
か
。

ニ
、
：

.

其
の

'

同
じ
貨
幣
額
を
以
て
页

^

高
く
評
價
さ
る
べ&

他
の
財
を
獲
得
し
得
る
か
否
か
。

の

範
_

を
超
え
ざ
る
も

の

で

あ
る
。
交
換
の
■
♦

k
於
け
る
第
一
の
考
慮
は
寶
買
の
際
ド
は
全
く
存
在
せ
ず
、
唯
客 

觀
的
な
る
計
算
單
位
の
數
的
關
係
•か
あ
る
の
み
で
あ
るo

故
^
貨
幣
；は
商
品
>

」

同 

一
0

意
味
に
於
セ
使
用
價
輿
評
價
.

,

の
目
的
物W

な
得
な
い
の
で
あ
る
，s

o

.

.指
圖
學
說
.R

從
へ
ば
貨
幣
購

買

力

の

.
變

動

の

-

理
法
を
主
觀
的
な
る
個
人 

的
評
價
作
用
か
ら
說
く
ミV

J

は
な
し
得
ざ
る
乙
ど
^
あ
る
。
故
に
べ
ン
.
デ
ク
セ
：
ビ
は
.「

貨

幣

を

娌

解

す

る

^

«

値

理

, 

_

は

«
用

で

.あ

.る
L
8

5
 

.
ど

言

つ

て

ゐ.る

。
此
.の
®,
.ょ

々

す

る

：
も#
械

的

數

釐

說

は

：
指

圖

學

說

：

V
C結

合

せ

ら

る̂

&

學
說
*

众
§

言
ふ
i

w
が
出
.來
る
.o

:

zー
 

ス

:
'

指
圖
學
說
論
者
K

し
：て
'機
械
的
數
通
說
を
.說
げ
：る
者
は
'
1
 

藏
す
べ
し
を
雖
も
、
.
3
. 

\

'

?
丨
は
之
に
對
し
.て
全
然
.無
傻
値
な
6 

$酷
評
を
下
し
て
ゐ
る)

吾
人
は
、
一
々
を
れ
を 

批
判
ず
る
.こ
ミ
な
く
指
圖
學
說
の
甚
礎
化
立
つ
數
量
說
の
逾
例
？
し
て
其
か
梗
概
を
略
述
，し
た
s

i
思
：ふ
。
彼
は「

貨 

幣
價
値
ミ
は
所
得
'ブ
單
位
の
購
買
*

|

ぞ
は
.交
換
值
値
で
多
な
く
又
使
用
一
1

:
に
も
基
^

ぬJ

截

幣

偾
«

€

^
題

ぼ

結

局

膦

買

カ

，の
'問

題

で

：あ

久

：

_

胃

カ

，の_

賴

呔

個

0々

商

品
.の
，1

價

格
6

問

題

^

す

ぎ
.な(

い
。
"]«
;

し
て

.

商
ロ
_
の
貨
幣
慎
格̂
反
聽

迄
な
'し
、'
斯
{

'

^
ば̂
ラ
ィ
^

f

や
ヶ
■メ
ラ
1
迄
同
じ
ぐ
數
學
式
を
用
^

本
方
程
式
.
s
e Gr

u
n
d

crQ
'
l
e
i
&
u
n
g

 

d
e
r
」
G
e
s

" 

'

:

E

“

M
x=
u
=
^
p
i
+
o
>
m
2
4
p

c.
-
^

s

+

:

^

.

:

*

XJ
m

m

^
:'
- 

.

に
な
て
.、
取
ぱ
：：1
:經
濟
年
度
內
纪
於
け
る
1
»:
民
經
濟
內
の
總
て
.
©經
濟
主
轉
§
所
#
^

歳
入
^ :

じV

私
的
# '

利
の
目
的
に
#

用
资
ト
れ
ざ
る
も
の
鉍
魯
愁 

叫
_

ば

各

頻
0 .

#

費
財

_

虼

慰

題

ゆ

量̂

服
甩

.

財
：咚 

新

瘍
*

霖
せ

.

^

览
,

通
燦)

'

? 1

恥
れ
ば
廉
攀
馓
費
應
犮
び
使
甩

»

E '
;

;

■

ぼ一

經
_

期
_

时
に
經
濟
主
歷
於■
# :

:

'

す
^

給
付
額
を
包
聲
せ
6

^
ず
、之
_

靜

ら

セ

消

«

克

出

き
0 -
-,

ぞ
ず
翁
徵
人
金
及
び
.資

本

部

分

を

包

含

ぜ

じ

^

も
の

:

笫

ー

一

十

五
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九
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數
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0

货
幣
舨
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說
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幣
本
質
觀1

論
紙
的
_
保

 

「

.第一

號 

丸
八

"即
.
3單
ぬ
消
費
せ
?>
;
:«'
た
る
_

吹
貨
幣
^

で
0 :
觸
ぜ
&:
れ
.た
る
額
を
意
味
ず
善
3

:

5谣

^
^

の
狀
皞
で
‘

■
^

の
'生
*:
;

»
吹
儐
康
0
總
額
.は
總
.て
か
生
藥
_

'

_

额
ば
#

じ」
£
|

.

_

_る
。
'
^
^

<
が
購
.置
力
が
其
か
，貴
幣
素
^
叹
* ;
偾
：ょ
ダ
太̂
が
：
貨

幣

、
：
三

、
：

_
行
券
ハ7因
、
：
小
切
^

^

3£
'
、
■所
#- 

^
支
敗
^
し
七
.相
*

上̂
.々
セ
な
*:
決
»
ザ
.&;
;
る
^
支
狒
總
鶴
ッ̂

. 

’
へ
證
券
及
び
眞
随
に
し
て(
註 
一.
f

u

r
死
廣
せ
ら
れ
尨
5:
;

額
、'.
ー.

「

"他
の
«

類
0
貨
幣
を
發
行
す
る
*

礎
^
 

.

.

時
的
蓄
藏
せ
ら
各 

>
頦
、
三
、
支
敗
に
充
て
ら
る
べ
く
し
'て
未
^

使
用
せ
ら
れ
ざ
る
额
、
四
、
銀
：行
又
は
個
人
の
現 

■金
準
備
額
を
除
外
す
る
.も
の
で
あ
る
S
 
一
 

S
約
言
す
れ
ば
貨
幣
は
流
通
.、
貯
藏
、
及
び
資
本
の
三
領
域
^
分
布
せ
ら 

.る 

>
も
、.
流
通
界
に
あ
る
%

の
'、
み
?:
基
本
方
程
式
は
\¥
.ぐ)

な
^
 ̂

シ
.
ャ

ー

其

の 

.他
：の
數
量
說
論
者
が
典
ふ
る
定
義
即
ちT

定
期
間
R
貨
幣
單
位
が
.所
^
者
を
替
ゆ
る
苹
均
度
數
又
は
貨
幣
單
位
が
ー 

定
期
內：̂

同
^

所
.有
者
の
«

中

祀

止

噠

る

；平

均
.殘
窜
期
間
$:
斥
.け
.て
::
>

«

消
費
界
へ
復
歸
す
る
度
數
、
h
又
ば
同
.一
の
て
ど
を
意
味
す
る
の
'で
あ
る
.が
貨
幣
所
得
の
要
素
^
取
得
す
る
度
數
な
A

■

-
€
し
た(

跋
マ
五)

。
,

:-
斯
く
て
彼
は
此
わ
裳
本
方
程
式
ょ
>
次
の
三
.命

題

を

杣

出

，し

れ

の

で

あ

る

0

';
'

第

「

命
題
、「

積
の
和
を
成
す
商
品
量
ど
商
品
價
格
^
大
き
さ
^
生
ず
る
變
化
は
積
の
和
自
身
、
即

ち

？
¥

十
？
1
 

.
+
D
,
m
。
十

：

，
：

：

P
B
m

日
に
直
接
の
影
響
を
與
ふ
る
事
は
出
來
な
い
。」
此
の
意
味
は「

若
し
M

XU

が
不
變
な
る
限
A

の
，揚
洽
农
は
、
經
濟
主
體
が」

其
の
所
#

の
中
或
る
商
品
に
對
:L
從
來
ょ
々
も
多
類
を
支
出
す
る
か
或
は
少
額
を
支
出
'

す
る
時
は
、
殘
存
商
品
の
價
格W

又
結
局
に
於
て
は
殘
弃
商
品
の
量V

J

は
自
ら
變
化
し
て
共
の
過
剩
部
分
吸
收
し
盡 

3

れ
、
又
は
其
の
不
足
部
分
が
補
は
る
、
^

至
る」

ミ
な
す
の
で
あ
る(

註
一
六)

。

第
ニ
命
題
、「

方
程
式
の
左
項
に
：生
ず
る
變
化
は
一一

即
ち
貨
幣
の
原
因
^

ょ
る
總
て
の
影
響
は
常
^
直
接
1
\
1
>
<
1
1 

に
影
響
を
生
じ
、
而

し

て.
M

X
U

に
生
ず
る
す
べ
て
の
變
化
は
之
に
相
應
ず
る
右
項
の
積
の
和
に
變
化
を
生
ず
べ 

さ
も
の
で
あ
る」

。一

般
^

は
貨
幣
量
の
增
減
が
流
通
速
度
の
增
減
を
惹
起
し
て
其
の
積
が
平
均
^
れ
.る
Z

ヾ
」

な

く

、

RT
者
は
獨
立
し
て
ゐ
る
。

故
に
仏
又
は
0
^

於
け
る
變
化
は
必
然
^

^

3
1
+̂
3
2
+̂
3

:

5

+

:

:

:
で
3
^
1
1
1
1
k
變
化

、

を
與
ふ
る
原
因

^
な

气

し

か

も積
の
和
は
其
自
身
決
し
て
g

x

u
の
變
化
の
原
因V」

は
な
ら
な
い
ど
な
す
の
で
あ 

るC

註一

七)

デ
.

:
.
.•!
一
 

一
命
題
、
：
個

々

の

商

品

文

は

總

：て
の
價
格
：文

は

*

其 

,

■の
變
化
は
貨
幣
量
に
影
響
を
與
ユ
名
事
が
出
來
る
。
，而
し
て
次
に
貨
幣
量
の
.變
他
は
.次
^
辕
の
和
た
影
響
を
與
ふ
る 

名
の
：で
あ
る
。
：1>
か
し
姻
々
：0

商
品
臺
及
び
商
品
價
格
の
變
化
が

化
文
自
働
的
に
.，生

ず

る

％

の

で、_ 

;
又

或

る

瘍

合̂
は

貨

幣

創

造

の

刺

戟

を

な

す

：の
：：み

.で

あ

る

.事

孓

あ

る

ァ 

れ
0
,揚

合

た
':
5
を

間

は
.ず

、
：資

幣

量

は

貨

幣

以

外

.ユ
^
生

ず
.る

原

因

：に̂
働

的

：̂
順

應

す

：る

も

「

の

な

々

墓

日

；
5
、
..：又 

,

M
.H
-
:
U
:の
眞
0
決
定
原
因
は
商
品
の
侧
R

あ
っ
て
貨
幣
量
が
一
般
物
價
の
變
動
又
は
積
の
和
の
變
動
の
獨
立
原
因
れ

■

;&

ず
^

言
%

事
は
出
來
尊
'い
；C
S -

八〕

';
;
0

'
:^'
r 
^:

:
:
:
:

-,
:

 

-'■
.
 

:
.
:
/■
:
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以
±

'0
命
題
は
：幾
多
.の
.議
_
©
:余

地

を

存

し

と

文

何

等

特
^

薪

奇

め

議

論.名
«

す

：.こ
^
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五
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ー
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0
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货
幣
數*

說
：育
貨
幣
本
質
觀

^

の
幽
稞
_

載 

2

—

l

o

Q

於
.て
：馨

^

覆
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